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古
都
保
存
法
施
行
40
周
年
記
念
事
業
と
し
て
財
団
法
人
古
都
保
存

財
団
等
が
主
催
し
た「
美
し
い
日
本
の
歴
史
的
風
土
100
選
」に
大
磯
町

が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

○
選
定
対
象 

　
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
政
財
界
人

の
別
荘
群（
大
隈
重
信
、
陸
奥
宗
光
、

安
田
善
次
郎
、
池
田
成
彬
、
吉
田
茂

邸
な
ど
） 

○
選
定
理
由 

　
明
治
以
降
、
多
数
の
政
財
界
人
が

別
荘
を
構
え
た
。
当
時
の
大
別
荘
群

の
一
部
は
今
な
お
残
さ
れ
、
海
浜
の

松
林
と
と
も
に
保
養
地
と
し
て
の
面

影
を
今
に
伝
え
て
い
る
。 

    

◎
問
い
合
わ
せ 

　
ま
ち
づ
く
り
課
　
☎
内
線
２
４
３ 

に
！ 

『
美
し
い
日
本
の
歴
史
的
風
土

美
し
い
日
本
の
歴
史
的
風
土
100
選
』
選
』 

『
美
し
い
日
本
の
歴
史
的
風
土

美
し
い
日
本
の
歴
史
的
風
土
100
選
』
選
』 

『
美
し
い
日
本
の
歴
史
的
風
土
100
選
』 
大
磯
町
が 

旧
安
田
別
荘
を 

　
　
一
般
公
開 

ふれあい広場 

▲旧東海道の松並木 

▲旧吉田茂邸 

　
今
年
も
安
田
不
動
産
㈱
の
ご
協
力

に
よ
り
、
旧
安
田
財
閥
、
安
田
善
次

郎
翁
の
旧
別
荘
を
一
般
公
開
し
ま
す
。 

 

▼
と
き
　
５
月
２７
日（
日
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
大
磯
町
大
磯
４９６
　
安
田

不
動
産
㈱
大
磯
寮（
大
磯
駅
か
ら

徒
歩
５
分
） 

 

　
屋
敷
内
に
は
庭
園
部
分
の
ほ
か
に

母
屋
や
持
仏
堂
、
校
倉
造
の
経
蔵
な

ど
の
建
築
物
が
あ
り
、
当
時
の
面
影

が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　 　
歴
史
と
文
化
に
恵
ま
れ
た
大
磯
の

風
情
を
感
じ
な
が
ら
、
新
緑
が
映
え

る
休
日
の
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。 

　
観
光
協
会
で
は
、
当
日
ふ
れ
あ
い

広
場
に
案
内
所
を
設
け
ま
す
。
ま
た

会
場
で
は
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
施
設
概
要
の
説
明
を
行
い
ま
す
。 

  

◎
問
い
合
わ
せ 

　
大
磯
町
観
光
協
会 

　
　
　
　
　
　
　（
６１
）３
３
０
０ 
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▲花のボランティアが植栽 

  

大
磯
町
議
会
議
員
選
挙
を
次
の
と

お
り
執
行
し
ま
す
。 

 

◎
告
示
日
　
　
　
６
月
19
日（
火
） 

◎
投
・
開
票
日
　
６
月
24
日（
日
） 

 

投
票
で
き
る
方 

　
６
月
24
日
現
在
で
、
年
齢
20
歳
以

上
で
大
磯
町
に
３
か
月
以
上
住
所
を

有
し
、
投
票
日
当
日
に
お
い
て
引
き

続
き
住
所
を
有
し
て
い
る
方
。 

 

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票 

　
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の

方
で
障
害
等
の
程
度
が
表
に
該
当
す

る
場
合
は
、
必
要
な
手
続
き
を
取
る

こ
と
に
よ
り
郵
便
に
よ
る
投
票
が
で

き
ま
す
。 

                    ◎
問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会

　
☎
内
線
２
２
８ 

立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
へ 

　
議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補
を
予

定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
次
の
と
お

り
事
前
説
明
会
を
行
い
、
必
要
な

書
類
を
渡
し
ま
す
の
で
、
必
ず
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
事
前
説
明
会
　 

▼
と
き
　
５
月
14
日（
月
）午
後
１

時
30
分
〜
同
３
時
30
分 

▼
と
こ
ろ
　
役
場
４
階
第
１
会
議

室 

◎
事
前
相
談 

▼
と
き
　
５
月
23
日（
水
）午
前
９

時
〜
午
後
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
役
場
４
階
第
１
会
議

室 

◎
事
前
審
査 

▼
と
き
　
６
月
８
日（
金
）午
前
９

時
〜
午
後
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
役
場
４
階
委
員
会
室 
 

●
い
け
が
き
設
置
奨
励
事
業 

　
み
ど
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
地

震
等
に
よ
る
防
災
に
役
立
て
て
い
く

た
め
に
、
い
け
が
き
の
設
置
を
奨
励

し
、
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。 

【
主
な
設
置
基
準
】 

・
住
宅
を
目
的
と
し
た
土
地
で
、
公

道
に
面
し
た
総
延
長
が
５
メ
ー
ト

ル
以
上
あ
る
こ
と 

・
樹
木
の
種
類
は
、
町
が
推
奨
す
る

も
の 

※
そ
の
他
、
詳
細
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

【
補
助
金
額
】 

　
い
け
が
き
の
延
長
１
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
、
２
，０
０
０
円（
限
度
額
は
４

０
，０
０
０
円
） 

 
●
花
い
っ
ぱ
い
運
動 

　
花
に
親
し
む
機
会
を
増
や
し
、
こ

こ
ろ
の
や
す
ら
ぎ
と
美
化
意
識
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
10
団
体
が
道
路
や
公
園
な

ど
の
花
壇
に
き
れ
い
な
花
を
植
栽
し

て
、
多
く
の
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。 

　「
花
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」と
し
て
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
団
体（
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
で
組
織
し
て
い
る

こ
と
）が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
み
ど
り
基
金 

　
緑
地
の
購
入
や
保
全
の
た
め
、
町

か
ら
の
出
資
金
や
基
金
の
運
用
か
ら

生
ず
る
収
益
金
、
町
民
の
皆
さ
ん
や

企
業
・
団
体
か
ら
の
寄
付
金
を
基
金

と
し
て
積
み
立
て
て
い
ま
す
。 

　
緑
地
の
購
入
や
保
全
に
は
大
き
な

資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
み
ど
り
基
金
募
金
箱
設
置
場
所
】 

・
大
磯
町
役
場 

・
国
府
支
所 

・
大
磯
運
動
公
園 

・
図
書
館 

・
郷
土
資
料
館 

・
駅
前
観
光
案
内
所 

●
み
ど
り
基
金
に
寄
付 

　
３
月
22
日（
木
）、
大
磯
町
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ト
ラ
ス
ト（
稲
村
百
合
子
代
表
）

か
ら
、
大
磯
町
み
ど
り
基
金
へ
30
万

円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

         

　
今
後
も
、
町
内
に
残
さ
れ
て
い
る

貴
重
な
緑
地
を
保
全
し
て
い
く
と
と

も
に
、
緑
化
の
推
進
を
図
る
た
め
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
都
市
整
備
課
公
園
み
ど
り
班 

　（
大
磯
運
動
公
園
管
理
棟
） 

　
☎
（
61
）８
８
２
２ 

6
月
２４
日（
日
） 

大
磯
町
議
会
議
員
選
挙 

身体障害者手帳 

両下肢・体幹・移動機能の障害　 

心臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう・ 

直腸・小腸の障害　　　　　　　 

免疫の障害　　　　　　　　　　 

戦傷病者手帳 

両下肢・体幹の障害　　　　　　 

内臓機能障害　　　　　　　　　 

介護保険の被保険者証 

要介護状態区分　　　　　　　　 

障害の程度 

１級または２級　　 

１級または３級　　 
 

１級～３級　　　　 

障害の程度 

特別項症～第２項症 

特別項症～第３項症 

区　　分 

要介護５　　　　　 

緑
　
化
　
推
　
進 

緑
　
化
　
推
　
進 

緑
　
化
　
推
　
進 
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平成１９年度 施 
    

　
我
が
国
の
社
会
情
勢
は
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の

長
期
に
わ
た
っ
た
不
況
を
脱
し
、
緩
や
か
な
ペ
ー
ス

で
景
気
の
拡
大
が
続
き
、
経
済
の
活
性
化
に
伴
い
企

業
の
雇
用
環
境
も
順
調
に
改
善
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
等
の
低
賃
金
労
働
者
が
増
加
す

る
な
ど
、
雇
用
改
善
の
効
果
が
家
計
部
門
全
体
を
潤

す
ま
で
に
は
至
ら
ず
所
得
の
格
差
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。 

　
地
方
公
共
団
体
に
お
き
ま
し
て
も
、
好
調
な
企
業

が
集
中
す
る
都
市
部
に
対
し
て
、
有
力
な
企
業
の
少

な
い
地
方
と
の
財
政
力
格
差
が
拡
大
す
る
な
ど
、
新

た
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。 

 

　
ま
た
、
平
成
12
年
に
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ

れ
て
以
来
、
三
位
一
体
改
革
や
昨
年
12
月
に
成
立
し

た「
地
方
分
権
改
革
推
進
法
」等
に
よ
り
、
徹
底
し
た

行
財
政
改
革
を
断
行
し
、
行
政
の
公
正
性
・
透
明
性

の
向
上
を
図
り
、
住
民
参
加
を
よ
り
一
層
促
進
し
、

地
方
が
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
行
政
運
営
を

推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
の
税
源
移
譲
等
の
税

制
改
正
に
よ
り
税
収
の
増
加
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、

地
方
分
権
に
伴
う
事
務
の
移
譲
や
、
医
療
費
等
社
会

保
障
費
の
大
幅
な
増
加
な
ど
に
よ
り
、
義
務
的
な
負

担
は
依
然
と
し
て
拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
私
は
昨
年
12
月
に
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ま
の
ご
付
託
を
頂
き
、
町
長
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
選
挙
活
動
を
通
じ
て
訴
え

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
と
に
か
く「
大
磯
を

元
気
に
」し
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
に
は
、
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
及
び
財

政
健
全
化
計
画
の
基
本
理
念
を
継
承
し
、
徹
底
し
た

行
政
改
革
や
職
員
の
意
識
改
革
を
図
り
、「
効
率
的

な
機
能
を
持
っ
た
行
政
」を
確
立
し
、「
人
に
や
さ
し

い
大
磯
」・「
活
力
あ
る
高
齢
者
社
会
」の
実
現
に
努

め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

　
公
約
に
掲
げ
ま
し
た「
部
長
制
の
廃
止
」に
つ
き
ま

し
て
は
、
新
年
度
早
々
に
行
財
政
改
革
推
進
本
部
設

置
規
則
に
の
っ
と
り
、
具
体
的
な
機
構
改
革
の
実
施

を
指
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
７
月
ご
ろ
に
は
機
構
改
革
案
の
中
間
報
告
を
、
12

月
ご
ろ
ま
で
に
は
関
係
条
例
、
規
則
等
を
整
備
し
、

条
例
等
改
正
案
を
提
案
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、「
万
台
こ
ゆ
る
ぎ
の
森
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
活
用
方
法
に
つ
い
て
町
民
の
皆
さ
ま
に
も

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
維
持
管
理
等
の
調
査

研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
町
の
将
来

的
な
財
政
負
担
等
を
総
合
的
に
判
断
い
た
し
ま
し
て
、

今
後
、
民
間
に
よ
る
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く
方
向

で
、
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

　
就
任
い
た
し
ま
し
て
ま
だ
２
ヶ
月
余
り
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
町
政
は
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
、
行
政

運
営
が
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
議
会
を
始
め
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、
夢
が
い
つ
し
か

〝
正
夢
〞
に
な
る
よ
う
な
行
政
を
、
全
力
で
取
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　三好町長は２月２１日の町議会本会議において、平成

１９年度の施政方針演説を行い、「第三次行政改革大綱」

「財政健全化計画」の基本理念を継承して行政改革を進

め、「効率的な機能を持った行政」を確立し、「人にやさ

しい大磯」・「活力ある高齢者社会」の実現に努めたいと

の考えを示しました。 

　施政方針は、町民情報コーナー、町ホームページで

閲覧できます。 

町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方 

政 方 針 

◎問い合わせ　企画室　☎内線２０５ 
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平成19年度の主な事業 

「紺碧の海に緑の映える住みよい大磯」の実現のために 

安全で安心なあたたかみのあるまちづくり 
自動体外式除細動器（AED）購入事業（中学校２校） 1,071千円 
防災行政無線更新事業（Ｈ19年度～Ｈ20年度継続事業） 123,200千円 
県防災行政通信網整備事業 8,547千円 
災害時要援護者カード作成 32千円 
災害緊急情報管理配信委託 116千円 
木造住宅無料耐震相談会 52千円 
木造住宅耐震診断補助金 400千円 
消防緊急通信指令装置借上事業 33,504千円 
高規格救急自動車購入事業 20,153千円 
放課後児童健全育成事業 7,955千円 
子育て支援事業 7,890千円 
小児医療費助成事業 43,113千円 
児童手当・児童扶養手当事業 170,021千円 
ファミリーサポートセンター検討事業 147千円 
保育所民営化事業 630千円 
ブックスタート事業 191千円 
学童保育施設整備事業 35,099千円 
敬老事業（敬老祝金含む） 13,896千円 
高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画進行管理事業 1,000千円 
脳イキイキ（学習・調理・音楽）教室（介護保険事業） 242千円 
介護保険事業特別会計繰出金 297,025千円 
筋力向上プログラム（介護保険事業） 1,220千円 
救急医療事業 20,867千円 
食改育成講座事業 488千円 
健康教育事業（糖尿病予防含） 1,489千円 
ＢＣＧ個別接種 1,703千円 
健康診査事業（基本健康診査・各種がん検診等） 63,067千円 
ヘルスアップ事業（国民健康保険事業） 5,208千円 
国民健康保険事業特別会計繰出金 379,532千円 
老人保健特別会計繰出金 252,476千円 
障害者医療費助成事業 115,942千円 
障害者自立支援給付事業 225,009千円 
療育相談事業 757千円 
大磯駅バリアフリー化事業（Ｈ18年度～Ｈ19年度継続事業） 152,000千円 
 
   
 
地域会館施設整備事業（月京地区） 5,000千円 
国内姉妹都市交流事業 663千円 
電子入札システム運用委託料 2,796千円 
県市町村電子自治体共同運営委託料 2,350千円 
議会会議録検索システム作成事業 861千円 
職員研修事業 1,371千円 
事務事業仕分け 150千円 
土地・家屋システム整備事業（Ｈ19年度～Ｈ20年度継続事業） 30,000千円 
保育所民営化事業（再掲） （630千円） 

11

新 
新 
新 

新 

新 
新 

新 

新 
新 

新 
新 

新 

町民の力や知恵が集まるまちづくり 22

人と自然が共生する循環のまちづくり 
大磯港みなとまちづくり事業 100千円 
既設公園改修事業 3,700千円 
松くい虫被害対策自主事業 3,960千円 
合併処理浄化槽設置整備事業補助金 3,420千円 
美化推進事業 5,596千円 
公共下水道整備事業（※一般会計繰出金459,115千円） 796,824千円 
ごみ処理広域化実施計画策定負担金 750千円 
循環型社会形成推進地域計画策定委託料負担金 300千円 
 
    
 
大磯中学校体育館耐震改修事業 87,600千円 
幼稚園「預かり保育」実施 246千円 
月京幼稚園施設整備事業 212,512千円 
OISOチャレンジフェスティバル事業 1,495千円 
人権教育啓発事業 3,493千円 
男女協働参画町民意識調査アンケート 106千円 
文化祭開催事業 1,203千円 
文化財保存整備事業（県指定文化財修理補助） 1,300千円 
町史編さん事業（通史編近現代） 10,811千円 
松本順没後100年記念事業 1,090千円 
    
 
 
旧吉田茂邸保存・活用事業 18,469千円 
都市計画基礎調査等事業 9,500千円 
景観づくり事業 3,587千円 
地域交通検討委員会開催 43千円 
生活交通確保対策事業 8,115千円 
大下田橋耐震対策事業 99,116千円 
東小磯大磯１号線整備事業 8,000千円 
狭あい道路整備事業 82,057千円 
旧東海道松並木（大磯高麗１号線）整備事業 16,290千円 
幹線28号線歩道整備事業 36,115千円 
生沢月京１号線整備事業 66,429千円 
中河原橋整備事業 30,000千円 
勤労者金融対策・生活資金預託事業 30,000千円 
農業振興普及事業 1,033千円 
ふれあい農水産物まつり事業 712千円 
農業制度資金利子補給事業 738千円 
畜産振興事業 1,491千円 
畜産環境保全対策促進事業 12,499千円 
漁業振興運営事業 652千円 
中小企業金融対策資金預託事業 30,000千円 
観光振興対策事業 16,518千円 
大磯駅前トイレ整備事業 16,668千円 
鴫立庵施設整備事業 22,000千円 
旧島崎藤村邸周辺整備事業 1,300千円 

新 

新 
新 
新 

新 
新 

新 

新 

新 
新 

新 

新 

新 
新 

新 

新 
新 
新 

33

心豊かな人を育てるまちづくり 

個性と魅力と活力のあるまちづくり 

44

55

町の指針である、第四次総合計画（平成１８年度～平成３２年度）の5つの施策の大綱に基づき、 
平成１９年度の主な事業を分類し、紹介します。 



依
存
財源

（22
.8％）

自主財源（

7
7
.2
％
）歳入 
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平
成
19
年
度
は
、
財
政
健
全
化
計
画
の
２

年
目
と
し
て
、
計
画
の「
具
体
的
な
施
策
」の

達
成
を
目
指
し
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

  　
歳
入
面
で
は
収
入
の
柱
と
な
る
町
税
の
う

ち
、
固
定
資
産
税
は
依
然
と
し
て
地
価
の
下

落
が
予
測
さ
れ
る
も
の
の
、
個
人
町
民
税
は

税
源
移
譲
の
完
全
実
施
や
税
制
改
正
に
よ
り

増
額
が
見
込
ま
れ
、
全
体
と
し
て
３
億
を
超

え
る
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。  

　
そ
の
他
の
収
入
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
い
て
、
国
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を

積
極
的
に
活
用
し
歳
入
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
町
債
の
借
入
れ
を
抑
制
し
、
財
政
健
全

化
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。  

　
歳
出
面
で
は
、
経
常
経
費
の
抑
制
を
図
る

一
方
、
町
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
防
災
行
政

無
線
の
整
備
、
大
磯
中
学
校
体
育
館
の
耐
震

改
修
及
び
高
規
格
救
急
自
動
車
の
更
新
な
ど

の
各
種
防
災
対
策
や
、
児
童
手
当
支
給
対
象

の
拡
充
や
幼
稚
園
預
か
り
保
育
の
実
施
な
ど

の
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
に
重
点
を
置
い
た

予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。  

　
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
85

億
３
，５
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
当
初

予
算
額
と
比
較
す
る
と
８
億
４
，７
０
０
万

円
、
比
率
で
11
．0
％
伸
び
て
お
り
、
積
極

型
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。  

　
特
別
会
計
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
は
33
億
２
，４
０
０

万
円
、
老
人
保
健
特
別
会
計
は
29
億
５
，１

０
０
万
円
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
は
19

億
４
，４
０
０
万
円
、
下
水
道
事
業
特
別
会

計
は
14
億
６
０
０
万
円
で
、
一
般
会
計
に
４

特
別
会
計
を
加
え
た
予
算
総
額
は
181
億
６
，

０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　　　会 計 名　　　　　　　予 算 額　　  前年度比 

一般会計 ８５億３,５００万円 １１.０％ 増 
国民健康保険事業特別会計 ３３億２,４００万円 １３.１％ 増 
老人保健特別会計 ２９億５,１００万円 ０.６％ 増 
介護保険事業特別会計 １９億４,４００万円 ７.９％ 増 
下水道事業特別会計 １４億　６００万円 ８.３％ 増 

　　　合　　計 １８１億６,０００万円 ９.０％ 増 

総額181億6,000万円 総額181億6,000万円 総額181億6,000万円 
～ 一般会計　85億3,500万円 ～ 

会計別予算額 町税の内訳 
町民税（個人） ２６億　８１５万円 
町民税（法人） １億５,９８９万円 
固定資産税 ２４億５,３００万円 
軽自動車税 ３,０２７万円 
町たばこ税 １億２,７１３万円 
入湯税ほか ４４３万円 

自主財源（自主的に歳入することができる財源） 
町税（５３億８,２８７万円）…町に納められた税金 
繰入金（４億２,０３４万円）…基金（町の貯金）から引き出したお金 
使用料及び手数料（１億６,９８４万円） 
諸収入ほか（６億１,７６７万円） 
 
依存財源（国や県などから交付される財源） 
町債（４億７４０万円）…町の借金 
国庫支出金（４億９,６８５万円）…国から交付される補助金など 
県支出金（３億８,８２１万円）…県から交付される補助金など 
地方消費税交付金（２億６,４００万円） 
…消費税から一定の割合で交付されるお金 

地方特例交付金（５,０００万円） 
…児童手当支給対象年齢の引上げや支給額の拡充に伴う財源の  

　補てんとして国から交付されるお金 

地方譲与税（８,６００万円） 
…国税として課税した地方税を市町村などに配分するお金 

地方交付税ほか（２億５,１８２万円） 

繰入金 
４.９％ 

使用料 
及び 
手数料 
２.０％ 

　平成１９年度の一般会計、国民健康保険事業特別会計、老人保健特別会計、介護保険事業特別会計
及び下水道事業特別会計の予算が、平成１９年3月に開催された定例議会で可決されました。  
　その概要についてお知らせします。 

諸収入ほか 
７.２％ 

町債町債 
４.８％ 
町債 
４.８％ 

国庫支出金 
５.８％ 

県支出金 
４.５％ 

地方消費税交付金 
３.１％ 

地方特例交付金 
０.６％ 

地方譲与税 
１.０％ 

町税 
６３.１％ 

地方交付税ほか 
３.０％ 

※構成比は端数処理の結果、計が符合しない場合があります。 

平成１９年度　予  算 平成１９年度　予  算 



そ
の
他（
4
0
.2

％）
義務

的
経
費（
4
6
.4
％

）

歳出 
（性質別） 
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歳出の目的別内訳 
　民生費（２２億５,９２６万円） 
　　…保育園や障害者、高齢者などの福祉の経費 

　総務費（１２億７,５４９万円） 
　　…住民登録や交通安全対策、選挙などの経費 

　土木費（１１億３,３８７万円） 
　　…道路や河川、公園などの整備・維持管理の経費 

　教育費（１０億４,３９９万円） 
　　…小・中学校や生涯学習などの運営の経費 

　公債費（９億５,０５１万円） 
　　…町債（町の借金）の返済の経費 

　衛生費（９億４,９９２万円） 
　　…予防接種やごみ処理などの経費 

　消防費（４億３,８９７万円） 
　　…火災や災害、救急活動などの経費 

　議会費ほか（４億８,２９９万円） 

歳出の性質別内訳 
　義務的経費（支出が義務付けられている経費） 
　人件費（２３億５,６５４万円） 
　　…職員の給与などの経費 

　公債費（９億５,０５１万円） 
　　…町債（町の借金）の返済の経費 

　扶助費（６億５,３７６万円） 
　　…児童手当や高齢者、障害者への助成などの経費 

　投資的経費（支出の効果が資本として残る経費） 
　普通建設事業費（１１億３,６９３万円） 
　　…道路や学校などの公共施設を整備する経費 

　災害復旧費（２５０万円） 
　　…災害復旧の際の公共施設などを整備する経費 

　その他 
　物件費（１５億７,６２５万円） 
　　…消耗品などの購入や委託料などの消費的経費 

　繰出金（１３億８,８１５万円） 
　　…特別会計へ支出される経費 

　補助費等（２億３,５９６万円） 
　　…団体等への負担金や補助金 

　貸付金ほか（２億３,４４０万円） 

一般会計・町民一人あたりの予算額 26万428円 26万428円 
（平成19年4月1日現在の人口32,773人で算定） 

※構成比は端数処理の結果、計が符合しない場合があります。 

※構成比は端数処理の結果、計が符合しない場合があります。 

人件費 
２７.６％ 

公債費 
１１.１％ 

扶助費 
７.７％ 

繰出金 
１６.３％ 

補助費等 
２.８％ 

貸付金ほか 
２.７％ 

普通建設事業費 
１３.３％ 

投資的経費  
（13.4％） 

民生費 

６８,９３７円 

総務費 

３８,９１９円 

教育費 

３４,５９８円 

衛生費 

２９,００３円 

その他 

１,７６０円 

消防費 

１３,３９４円 

議会費 

４,３０９円 

商工費 

４,７６６円 

農林水産業費 

２,９２８円 

労働費 

９７４円 

土木費 

２８,９８５円 

公債費 

３１,８５５円 

歳出 
（目的別） 

民生費 
２６.５％ 

総務費 
１４.９％ 

土木費 
１３.３％ 

衛生費 
１１.１％ 

教育費 
１２.２％ 

消防費 
５.１％ 

議会費ほか 
５.８％ 

公債費 
１１.１％ 
公債費 
１１.１％ 

物件費 
１８.５％ 
物件費 
１８.５％ 
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町
の
財
務
分
析
の
方
法
と
し
て
、
平
成
17
年
度
決
算
に
基
づ
き
町
の

財
政
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
企
業
会
計
的
な
考
え
方
を
取
り

入
れ
た「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」「
資
金
収
支
計
算

書
」を
作
成
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

    

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
、
町
の
施

設（
財
産
）や
現
金
・
債
権
な
ど
が
年

度
末
で
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
を
一

覧
表
に
し
た
も
の
で
、
過
去
か
ら
の

財
政
運
営
の
結
果
と
し
て
蓄
積
さ
れ

た
資
産
状
況
や
、
そ
の
調
達
財
源
を

総
括
的
に
表
し
て
お
り
、
次
の
３
つ

の
内
容
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

■
資
産 

　
資
産
と
は
、
町
が
所
有
し
て
い
る

財
産
の
内
容
と
金
額
を
示
し
て
お
り
、

「
有
形
固
定
資
産
」「
投
資
等
」「
流
動

資
産
」に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
有

形
固
定
資
産
」は
町
の
施
設
な
ど
が

ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
き
た
か
を

表
し
て
い
ま
す
。「
投
資
等
」「
流
動

資
産
」は
、
町
の
現
金
、
積
立
金
、

債
権
な
ど
が
現
在
い
く
ら
あ
る
か
を

表
し
て
い
ま
す
。 

　
資
産
合
計
は
354
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。 
 

■
負
債 

　
負
債
は
、「
固
定
負
債
」と「
流
動
負

債
」か
ら
な
り
ま
す
。
主
に
町
の
借

金
で
あ
る「
地
方
債
」が
こ
れ
に
あ
た

り
、
公
共
施
設
を
建
設
す
る
た
め
に

町
が
借
り
た
金
額
が
い
く
ら
残
っ
て

い
る
か
が
分
か
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
は
借
入
金
な
の
で
、
住
宅

ロ
ー
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

分
割
で
返
済
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

　
負
債
合
計
は
102
億
4
，8
0
0
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
正
味
資
産 

　
正
味
資
産
か
ら
は
、
資
産（
公
共

施
設
な
ど
）を
取
得
す
る
た
め
に
使

っ
て
き
た
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
、

町
税
な
ど
の
資
金
の
内
容
が
分
か
り

ま
す
。 

 

　
こ
れ
ら
の
資
産
、
負
債
な
ど
の
状

況
を
町
民
一
人
あ
た
り
に
平
均
す
る

と
、
資
産
額
は
108
万
円
、
こ
れ
に
対

し
て
負
債
額
は
31
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。 
 

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
支
出
の
結

果
と
し
て
の
資
産
状
況
は
分
か
り
ま

す
が
、
資
産
以
外
に
町
の
支
出
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、
全
体
の
内

容
が
分
か
り
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
た
め
町
で
は
、
町
全
体
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ス
ト
や
資
金
繰
り

の
内
容
な
ど
が
分
か
る「
行
政
コ
ス

ト
計
算
書
」と「
資
金
収
支
計
算
書
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。 

　
地
方
公
共
団
体
の
行
政
活
動
は
、

人
的
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
大
き
な
比
重
を
占
め

て
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、
町
が
福
祉
や
教
育
な

ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
く
う

え
で
、
そ
の
コ
ス
ト（
費
用
）が
い
く

ら
掛
か
っ
て
い
る
か
を
整
理
し
た
も

の
が「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」で
す
。 

　
町
の
１
年
間
の
総
コ
ス
ト
は
75
億

4
，7
0
0
万
円
で
、
町
民
一
人
あ

た
り
23
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
コ
ス
ト
に
対
す
る
収
入
総
額

は
69
億
円
で
、
町
民
一
人
あ
た
り
21

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
差
引
一
般
財
源
等
増
減
額

は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め

に
徴
収
さ
れ
た
町
民
税
な
ど
の
総
収

入
と
行
政
コ
ス
ト
な
ど
と
の
差
額
で
、 

大
磯
町
の 

大磯町のバランスシート（普通会計） 
（平成１８年3月３１日現在） 

（単位：百万円） 

［ 資産の部 ］ 

１．有形固定資産 32,233　 
　　　　　（うち土地 13,254） 
　・庁舎、福祉施設、公園 
　　施設、美化センター、 
　　学校施設等 

２．投資等 2,101　 
　・投資及び出資金、貸付 
　　金、特定目的基金等 

３．流動資産 1,066　 
　・現金、預金（財政調整 
　　基金等）、未収金等 

 
　資  産  合  計 35,400　 

［ 負債の部 ］ 

１．固定負債 9,531　 
　・地方債 
　（翌年度償還予定分を除く）、 
　　退職給与引当金等 

２．流動負債 717　 
　・地方債 
　（翌年度償還予定額）等 

 
　負  債  合  計 10,248　 
 

［ 正味資産の部 ］ 

１．国県支出金 4,809　 

２．一般財源等 20,343　 

　　正味資産合計 25,152　 
 
　負債・正味資産合計 35,400　 

貸　　方 借　　方 

◇
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト 

　
◎
町
民
一
人
あ
た
り
の
資
産
は
１０８
万
円
、
負
債
は
３１
万
円 

 

◇
行
政
コ
ス
ト
計
算
書 

　
◎
町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ス
ト
は
、
総
額
７５
億
4
，7
0
0
万
円 

財 

務 

諸 

表 

大磯町行政コスト計算書（普通会計） 
（平成１７年4月1日から平成１８年3月３１日まで） 

（単位：百万円） 

費用（コスト）の部 

　人件費など人にかかるコスト 2,323 
　物件費や維持補修費など物に 
　　　　　　　　かかるコスト 2,843 
　扶助費などの給付費コスト 2,191 
　町債利子などの財務費コスト 190 

　　　　　　費用（コスト）合計（Ａ） 7,547 
 
収入の部 

　使用料・手数料などの特定財源  325 
　国庫・県支出金 597 
　一般財源  5,978 

　　　　　　　　　　収入合計（Ｂ） 6,900 
 
正味資産国庫（県）支出金償却額（Ｃ） 226 
 
差引一般財源等増加額（Ｂ－Ａ＋Ｃ） △421
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企
業
の
場
合
の
当
期
純
利
益（
損
失
）

に
当
た
り
ま
す
。 

　
地
方
公
共
団
体
に
は
利
益
と
い
う

概
念
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
地
方
公

共
団
体
に
と
っ
て
は
後
年
度
に
活
用

で
き
る
正
味
資
産（
一
般
財
源
）が
減

少
し
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。 

 

◇
資
金
収
支
計
算
書 

　
１
年
間
の
町
の
現
金
の
収
入（
歳

入
）と
支
出（
歳
出
）が
、
ど
の
よ
う

に
増
減
し
て
い
る
か
を
、
性
質
別
に

区
分
し
て
整
理
し
た
も
の
が「
資
金

収
支
計
算
書
」で
す
。 

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
町
が
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
し
て
い
く
た
め
の
資
金
収
支

は
黒
字
で
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

黒
字
の
額
が
少
な
く
な
れ
ば
現
在
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
て
い
く
余
裕

が
な
く
な
り
ま
す
。 

　
公
共
施
設
の
建
設
な
ど
の「
投
資

活
動
に
よ
る
資
金
」は
赤
字（
△
）で

す
が
、「
行
政
活
動
に
よ
る
資
金
」の

収
支
で
の
黒
字
分
を
充
て
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
建
設
事
業
に

は
一
時
的
に
多
額
の
資
金
が
必
要
と

な
る
た
め
で
す
。 

　
な
お
最
終
的
に
は
前
年
度
か
ら
の

繰
越
金
で
収
支
の
赤
字
を
補
っ
た
う

え
で
、
残
り
の
金
額
を
翌
年
度
へ
繰

り
越
し
て
い
ま
す
。 

 

◇
町
全
体
の 

　
　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト 

　
町
の
収
入
と
支
出
の
会
計
に
は
、

一
般
会
計
の
ほ
か
に
特
別
会
計
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
総

計
し
た
も
の
が「
町
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
」で
す
。 

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
町
の
資
産
は
467
億

9
，4
0
0
万
円
、
負
債
は
180
億
8
，

1
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
資
産
、
負
債
な
ど
の
状

況
を
町
民
一
人
あ
た
り
に
平
均
す
る

と
、
資
産
額
は
143
万
円
、
負
債
額
は

55
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

　
な
お
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
財
政
課
　
☎
内
線
２
１
６ 

 

　
町
ぐ
る
み
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

町
の
豊
か
で
美
し
い
郷
土
を
守
り
、

さ
ら
に
清
潔
で
住
み
よ
い
自
然
環
境

を
確
保
す
る
た
め
、
公
園
や
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
、
海
岸
な
ど
公
共
の
場

の
一
斉
清
掃
を
実
施
し
、
環
境
美
化

の
啓
発
と
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
毎
回
各
種
団
体
な
ど
の
協
力
を
得

て
、
大
勢
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
年
も
皆
様
の
積
極

的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
清
掃
区
域
は
左

表
の
と
お
り
で

す
。
各
地
区
ご

と
に
清
掃
区
が

決
ま
っ
て
い
ま

す
。
各
自
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 

※
荒
天
時
は
27
日（
日
）に
延
期 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー 

　
☎
（
72
）４
４
３
８ 

花水川河川敷・高麗山ハイキングコース 
行政境～大磯保育園下 
大磯保育園下～北浜歩道橋下 
北浜歩道橋下～照ヶ崎防波堤 
照ヶ崎防波堤～鴫立川 
鴫立川～大磯中学校西地下道 
大磯中学校西地下道～白岩神社下地下道 
白岩神社下地下道～小磯幼稚園下地下道 
小磯幼稚園下地下道～西小磯老人憩いの家下地下道 
西小磯老人憩いの家下地下道～不動川 
不動川～ロングビーチ駐車場西側下 
ロングビーチ駐車場西側下～ロングビーチテニスコート下地下道 
ロングビーチテニスコート下地下道～行政境 
不動川・馬場公園 
御嶽神社・鷹取神社参道 
八坂神社とその周辺 
下田・富士見平（虫窪地区） 
黒岩公民館・池之神社とその周辺 
西久保福祉館・飯綱神社とその周辺 
月京児童館・国府小学校付近道路・不動川河川敷 
石神台町内公園とその周辺 
大磯駅前広場及びその周辺 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
１０ 
１１ 
１２ 
１３ 
１４ 
１５ 
１６ 
１７ 
１８ 
１９ 
２０ 
２１ 
２２ 

清掃区 清　掃　区　域 

5
月
２０
日（
日
）
午
前
7
時
か
ら 

 

町
ぐ
る
み 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

2～１３は 
海岸清掃 

美 

化 

美 

化 

大磯町全体のバランスシート 
（平成１８年3月３１日現在） 

（単位：百万円） 

［ 資産の部 ］ 
１．有形固定資産 44,235　 
　　　　　（うち土地 14,226） 
２．投資等 1,136　 
３．流動資産 1,423　 
 
　資  産  合  計 46,794　 

［ 負債の部 ］ 
１．固定負債 17,122　 
２．流動負債 959　 
 
　　負  債  合  計 18,081　 
 

［ 正味資産の部 ］ 
１．国県支出金 8,551　 
２．一般財源等 20,162　 
　　正味資産合計 28,713　 
 
　負債・正味資産合計 46,794　 

貸　　方 借　　方 

大磯町資金収支計算書 
（平成１７年4月1日から平成１８年3月３１日まで） 

（単位：百万円） 

行政活動による資金 

　収入（税、国庫・県支出金など） 6,843 
　支出（人件費、物件費、扶助費など） △4,968 
　 1,875 
投資活動による資金 

　収入（町の基金からの取崩しなど） 563 
　支出（他会計への繰出金、普通建設事業費など） △2,200 
　 △1,637 
財務活動による資金 

　収入（地方債） 528 
　支出（地方債償還金など） △847 
　 △319 
 
　　　　　　　　　　　　合　　計 △81 
　前年度からの繰越金 357 
　次年度へ繰り越す金額 276
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５
月
１
日
か
ら
、
大
磯
・
西
小
磯
・

国
府
本
郷
地
区
の
一
部
の
区
域
に
お

い
て
、
公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。 

 

早
期
接
続
の
お
願
い 

　
公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
ら
、
家
庭
な
ど
か
ら
の
汚

水
を
、
公
共
下
水
道
に
直
接
流
す
た

め
の
排
水
設
備
を
設
置
し
、
公
共
下

水
道
に
接
続
さ
せ
る
工
事（
改
造
工

事
）を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
町
で
は
、
公
共
下
水
道
が
使
え
る

日（
供
用
開
始
日
）か
ら
３
年
以
内
に

接
続
を
す
る
場
合
に
は
、
一
定
の
条

件
を
設
け
て
改
造
工
事
費
の
助
成
と

し
て
、
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
改
造
工
事
に
要
す
る
費
用

に
対
し
て
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
も

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
補
助
制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
、
早
め
に
公
共
下
水
道
に
接
続
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
排
水
設
備
の
工
事
は
、
町

の
指
定
工
事
店
に
申
し
込
ん
で
く
だ 

さ
い
。 

※
５
月
１
日
か
ら
供

用
開
始
さ
れ
る
区

域
内
に
土
地
を
所

有
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
個
別
に
通

知
し
て
い
ま
す
。 

　
す
で
に
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き

る
区
域
に
お
住
ま
い
で
ま
だ
接
続
し

て
い
な
い
方
も
、
生
活
環
境
の
向
上

と
水
質
保
全
の
た
め
に
早
め
の
接
続

を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
町
で
は
、
多
く
の
方
が
清
潔
で
快

適
な
生
活
を
お
く
る
こ
と
の
で
き
る 

よ
う
に
、
公
共
下
水
道
の
整
備
を
推

進
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
下
水
道
課
　
☎
内
線
２
２
４ 

建
築
物
の
構
造
等
を
制
限
!!
 

　
町
で
は
、
建
築
基
準
法
第
50
条
の
規
定
に
基
づ
き
建
築
物
の
構
造
に
関
す

る
制
限
を
定
め
る
と
と
も
に
、
同
法
第
52
条
第
５
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条

第
３
項
の
地
盤
面
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
良
好
な
住
居
の
環
境
を
保
護
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る「
大
磯
町
建
築
物
の
構
造
及
び
住
宅
地
下
室
の
容
積

率
緩
和
を
制
限
す
る
条
例
」を
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
条
例
の
対
象
区
域
は
、「
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
北
側
の
第
一
種
低
層
住

居
専
用
地
域
」で
す
。 

 

■
建
築
物
の
構
造
に
関
す
る
制
限 

　
建
築
物
の
階
数
は
４
を
超
え
て
は

い
け
ま
せ
ん
。 

※
最
下
階
を
自
動
車
車
庫
等
の
用
に

供
し
、
そ
の
天
井
が
条
例
で
定
め

る
水
平
面
以
下
に
あ
る
場
合
に
限
っ

て
、
当
該
階
を
階
数
に
算
入
し
ま

せ
ん
。 

           

■
住
宅
地
下
室
の 

　
容
積
率
緩
和
の
制
限 

○
住
宅
地
下
室
の
容
積
率
緩
和
制
度

と
は
？ 

　
平
成
６
年
の
建
築
基
準
法
の
改
正

に
よ
り
導
入
さ
れ
、
容
積
率
を
算
定

す
る
際
に
、
住
宅
地
下
室
の
床
面
積

を
全
体
の
床
面
積
の
３
分
の
１
ま
で

は
不
算
入
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す 

○
現
行
制
度
の
問
題
点
は
？ 

　
あ
る
階
が
地
下
室
と
な
り
、
容
積

率
の
緩
和
の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か

は
高
低
差
３
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に

設
定
さ
れ
る
平
均
地
盤
面
と
そ
の
階

と
の
関
係
に
よ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

斜
面
地
に
お
い
て
は
複
数
の
地
盤
面

が
発
生
し
、
容
積
率
不
算
入
と
な
る

地
下
室
が
何
層
も
生
ま
れ
る
結
果
と

な
り
ま
す
。
低
層
住
宅
が
多
く
あ
る

地
域
に
お
い
て
周
辺
環
境
と
そ
ぐ
わ

な
い
大
規
模
な
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設

さ
れ
る
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

○
こ
の
条
例
で
ど
う
変
わ
る
の
？ 

　
地
盤
面
を
、
建
築
物
が
周
囲
の
地

面
と
接
す
る
位
置
の
最
も
低
い
位
置

か
ら
３
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
平
均
の
高

さ
に
お
け
る
水
平
面
に
設
定
し
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
り
、
斜
面
地
に
お
け
る
住

宅
地
下
室
の
容
積
率
緩
和
に
よ
る
ボ

リ
ュ
ー
ム
の
増
加
を
抑
制
し
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
ま
ち
づ
く
り
課
　
☎
内
線
２
４
２ 

下
水
道
供
用
開
始
区
域
が
拡
大 

4階 

地面 

地面 

自動車車庫等 

3m
3m
3m
3m

平均地盤面 地面 

容積率の緩和対象となる部分 
容積率の緩和対象とならない部分 

3m
3m
3m
3m

規模縮小 

地面 

地盤面 
　平均の高さにおける水平面（平均地盤面） 

条
例
施
行
後
は
… 

改造工事費用 

5万円以上 15万円未満 

15万円以上 30万円未満 

30万円以上 40万円未満 

40万円以上　　　　　　 

12,000円 

21,000円 

27,000円 

30,000円 

8,000円 

14,000円 

18,000円 

20,000円 

4,000円 

7,000円 

9,000円 

10,000円 

供用開始からの経過年数 
１年目 ２年目 ３年目 

【奨励金の交付額】 

※改造工事費用、供用開始経過年数に応じて、交付します。 
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消
防
署
で
は
、
交
通
事
故
や
火
災

等
の
災
害
に
お
け
る
救
助
活
動
に
必

要
な
救
助
工
作
車
を
最
新
鋭
の
車
両

に
更
新
し
、
配
備
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
救
助
工
作
車
は
、
従
来
装
備

し
て
い
た
照
明
装
置
や
ウ
ィ
ン
チ
装

置
等
の
他
に
ク
レ
ー
ン
、
高
圧
噴
霧

消
火
、
高
圧
油
圧
せ
ん
断
等
の
装
置

を
備
え
、
高
度
な
救
助
災
害
に
対
応

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

　
複
雑
多
様
化
す
る
救
助
活
動
に
対

し
、
迅
速
か
つ
的
確
な
救
助
活
動
が

行
え
る
よ
う
日
頃
か
ら
訓
練
を
重
ね
、

出
動
態
勢
の
強
化
・
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。 

             

◎
問
い
合
わ
せ 

　
消
防
署
　
☎
（
61
）０
９
１
１ 

　
こ
の
た
び
、
日
本
赤
十
字
社
神
奈

川
県
支
部
大
磯
町
分
区
で
は
、
町
立

ふ
れ
あ
い
会
館
入
口
付
近
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
設
置
し

ま
し
た
。
緊
急
時
に
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
日
赤
大
磯
町
分
区（
福
祉
課
内
）　

　
☎
内
線
３
０
３ 

国
民
保
護
計
画
を
策
定

国
民
保
護
計
画
を
策
定 
国
民
保
護
計
画
を
策
定 

を
更
新 

 

救 

助 

工 

作 

車 
　
町
で
は
、
武
力
攻
撃
や
大
規
模
テ

ロ
等
の
事
態
な
ど
か
ら
町
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
、「
大
磯
町
国
民
保
護
計

画
」を
策
定
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
計
画
は
、「
武
力
攻
撃
事
態
等

に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
措
置
に
関

す
る
法
律（
国
民
保
護
法
）」に
基
づ

い
て
策
定
を
し
た
も
の
で
、
武
力
攻

撃
が
起
き
た
場
合
に
は
、
こ
の
計
画

の
も
と
、
町
で
は
、
国
・
県
・
関
係

機
関
等
と
連
携
し
て
、
避
難
誘
導
や

救
援
等
の
措
置
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。 

 

◆
計
画
の
内
容 

　
国
民
保
護
計
画
は
、
次
の
よ
う
な

構
成
で
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

総
論 

　
計
画
の
位
置
づ
け
、
対
象
と
す
る

事
態
な
ど「
計
画
の
趣
旨
」 

平
素
か
ら
の
備
え
や
予
防 

　
関
係
機
関
と
の
連
携
、
通
信
の
確

保
な
ど「
事
態
発
生
前
の
準
備
」 

武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処 

　
警
報
の
伝
達
、
避
難
の
指
示
、
救

援
な
ど「
事
態
発
生
後
の
対
処
」 

復
旧
等 

　
応
急
復
旧
、
費
用
の
支
弁
な
ど「
事

態
収
拾
後
の
対
処
」 

緊
急
対
処
事
態
へ
の
対
処 

　
警
報
の
通
知
、
伝
達
な
ど「
緊
急

対
処
事
態
へ
の
対
処
」 

 

◆
計
画
の
閲
覧
場
所 

・
防
災
対
策
担
当（
本
庁
舎
１
階
） 

・
町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー（
本
庁
舎
、

国
府
支
所
） 

・
図
書
館（
本
館
） 

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。 
 

◎
問
い
合
わ
せ
　
防
災
対
策
担
当 

　
☎
内
線
２
６
９ 

　
町
は
中
郡
医
師
会
大
磯
班
、
平
塚

歯
科
医
師
会
大
磯
地
区
と「
災
害
時

に
お
け
る
医
療
救
護
活
動
に
つ
い
て

の
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
協
定
は
、
震
度
６
以
上
の
地

震
が
発
生
し
た
場
合
、
ま
た
は
、
風

水
害
等
で
多
数
の
被
災
者
が
発
生
し

た
場
合
等
に
町
が
救
護
所
を
開
設
し
、

町
長
の
協
力
要
請
に
よ
り
、
医
師
、

歯
科
医
師
が
救
護
所
に
参
集
し
、
医

療
救
護
活
動
を
行
う
こ
と
を
取
り
決

め
た
も
の
で
す
。 

　
災
害
が
起
こ
り
、
傷
病
者
が
多
数

発
生
し
た
場
合
は
、
救
護
所
を
大
磯

小
学
校
と
国
府
小
学
校
の
二
箇
所
に

設
置
し
ま
す
。
救
護
所
で
は
ま
ず
、

ト
リ
ア
ー
ジ（
傷
病
程
度
の
診
断
）を

し
、
応
急
処
置
及
び
医
療
を
行
い
、

重
傷
者
に
つ
い
て
は
災
害
医
療
拠
点

病
院
ま
た
は
東
海
大
学
医
学
部
付
属

大
磯
病
院
な
ど
の
後
方
支
援
病
院
に

搬
送
し
ま
す
。 

　
な
お
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

医
師
、
歯
科
医
師
は
救
護
所
に
参
集

し
ま
す
の
で
、
各
診
療
所
は
休
院
と

な
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
今
後
は
、
医
薬
品
の
安
定
供

給
の
た
め
に
薬
剤
師
会
と
の
協
定
締

結
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課
　
☎
内
線
３
０
９ 

町
医
師
会 

、
歯
科
医
師
会 

と 

災
害
時
医
療
救
護
活
動
の
協
定
を
締
結 

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置 

ふ
れ
あ
い
会
館 
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３
月
25
日（
日
）、
あ
い
に
く
の
雨
天
の

た
め
会
場
を
保
健
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、
第

50
回
大
磯
西
行
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
午
前
中
の
式
典
で
は
、
献
詠
俳
句
・
短

歌
の
入
選
者
を
50
回
を
記
念
し
て
10
位
ま

で
表
彰
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
俳
句
大

会
・
短
歌
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
各
表
彰

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
・

学
年
は
表
彰
時
の
も
の
で
す
） 

    

　 
         

▼
献
詠
俳
句
（
一
般
の
部
） 

第
一
位
　
中
野
区
　
　
　
鈴
木
　
理
子 

 

　 第
二
位
　
藤
沢
市
　
　
　
舟
見
　
好
恵 

第
三
位
　
大
磯
町
　
　
　
安
福
　
巖 

第
四
位
　
志
木
市
　
　
　
大
槻
　
寿
一 

第
五
位
　
取
手
市
　
　
　
海
老
原
　
真
琴 

第
六
位
　
茅
ヶ
崎
市
　
　
若
園
　
晃 

第
七
位
　
練
馬
区
　
　
　
東
　
　
蕾 

第
八
位
　
平
塚
市
　
　
　
船
津
　
猛 

第
九
位
　
市
川
市
　
　
　
一
ノ
瀬
　
空
也 

第
十
位
　
平
塚
市
　
　
　
石
黒
　
和
男 

 

▼
献
詠
短
歌
（
一
般
の
部
） 

第
一
位
　
藤
沢
市
　
　
　
平
川
　
美
惠
子 

   

第
二
位
　
平
塚
市
　
　
　
林
田
　
美
奈
子 

第
三
位
　
平
塚
市
　
　
　
熊
沢
　
雅
晴 

第
四
位
　
茅
ヶ
崎
市
　
　
綿
貫
　
悦
子 

第
五
位
　
大
和
市
　
　
　
平
綿
　
良
則 

第
六
位
　
大
磯
町
　
　
　
山
田
　
綾
子 

第
七
位
　
江
東
区
　
　
　
稲
野
　
博
明 

第
八
位
　
大
磯
町
　
　
　
本
田
　
廣
喜 

第
九
位
　
平
塚
市
　
　
　
鳥
海
　
マ
サ
エ 

第
十
位
　
大
磯
町
　
　
　
荘
司
　
節
子 

　 ▼
献
詠
俳
句
（
小
学
生
の
部
） 

第
一
位
　
国
府
小
五
年
　
岩
崎
　
光
毅 

  
第
二
位
　
大
磯
小
六
年
　
福
田
　
高
久 

第
三
位
　
大
磯
小
六
年
　
服
部
　
友
海 

第
四
位
　
大
磯
小
三
年
　
恩
河
　
弘
樹 

第
五
位
　
大
磯
小
六
年
　
荒
井
　
修
造 

第
六
位
　
大
磯
小
六
年
　
伊
藤
　
然 

第
七
位
　
大
磯
小
六
年
　
清
水
　
風
花 

第
八
位
　
大
磯
小
六
年
　
シ
ェ
イ
　
文 

第
九
位
　
大
磯
小
六
年
　
舟
橋
　
天 

第
十
位
　
大
磯
小
三
年
　
河
崎
　
大
智 

 

▼
献
詠
俳
句
（
中
学
生
の
部
） 

第
一
位
　
ス
テ
パ
ノ
中
二
年
　 

　
　
　
　
　
　
　
小
澤
　
グ
レ
ー
ス
ア
ン 

  

第
二
位
　
ス
テ
パ
ノ
中
二
年
　
小
宮
　
快 

第
三
位
　
大
磯
中
二
年
　
川
　
　
萌 

第
四
位
　
大
磯
中
二
年
　
藤
井
　
沙
希
子 

第
五
位
　
大
磯
中
三
年
　
斉
藤
　
孝 

第
六
位
　
国
府
中
一
年
　
安
彦
　
珠
美 

第
七
位
　
ス
テ
パ
ノ
中
三
年
　
石
川
　
雅
也 

第
八
位
　
大
磯
中
三
年
　
木
村
　
文
哉 

第
九
位
　
国
府
中
一
年
　
古
谷
　
卓
大 

第
十
位
　
国
府
中
二
年
　
押
山
　
神
太
朗 
 

▼
献
詠
短
歌
（
小
・
中
学
生
の
部
） 

第
一
位
　
国
府
中
二
年
　
本
谷
　
悠
貴 

  

第
二
位
　
国
府
中
二
年
　
小
島
　
直
樹 

第
三
位
　
大
磯
中
二
年
　
池
谷
　
そ
の
子 

第
四
位
　
国
府
小
六
年
　
岸
　
　
こ
の
実 

第
五
位
　
国
府
中
二
年
　
土
井
　
友
朗 

第
六
位
　
国
府
中
二
年
　
堀
内
　
愛
里 

第
七
位
　
国
府
中
二
年
　
小
宮
山
　
麗 

第
八
位
　
大
磯
中
二
年
　
佐
藤
　
駿
将 

第
九
位
　
国
府
小
六
年
　
金
木
　
和
広 

第
十
位
　
国
府
中
二
年
　
菊
田
　
祐
介 

◎ 

俳
句
大
会 

第
一
位
　
長
安
　
節 

 

第
二
位
　
長
島
　
久
江 

第
三
位
　
本
間
　
愛
子 

◎ 

短
歌
大
会 

第
一
位
　
中
村
　
暉 

   
第
二
位
　
土
井
　
紀
枝 

第
三
位
　
眞
壁
　
幸
江 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
経
済
観
光
課
　
☎
内
線
２
６
４ 

こ
と
だ
ま
の
旅
終
り
な
し
西
行
忌 

球
根
を
し
っ
か
り
う
め
て
春
を
待
つ 

会
え
な
く
て
気
持
ち
が
と
が
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
菜
種
梅
雨 

あ
り
が
と
う
と
大
き
な
声
で 

　
身
罷
（
み
ま
か
）
り
し 

　
我
が
子
の
足
の
大
き
さ
に
泣
く 

針
金
が
巻
き
つ
く
よ
う
な
足
元
に 

   

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
し
ろ
と
つ
ぶ
や
く 

春
雨
の
西
行
の
日
と
な
り
に
け
り 

つ
ぎ
訪
ふ
は 

女
人
高
野
と
約
せ
し
も 

遺
影
を
持
ち
て
塔
を
見
上
ぐ
る 

 

▼
応
募
資
格 

　
本
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
通
年

を
と
お
し
て
農
園
作
業
に
従
事
で
き

る
方
。
な
お
、
す
で
に
市
民
農
園
を

利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。 

▼
募
集
農
園
名
と
区
画
数 

・
寺
坂
三
枚
田
農
園
４
区
画 

・
西
中
道
農
園
２
区
画 

・
木
の
川
農
園
１
区
画 

・
桐
ヶ
久
保
農
園
７
区
画 

・
諏
訪
ノ
下
農
園
１
区
画 

▼
利
用
面
積 

　
１
区
画
の
面
積
は
約
20
㎡ 

▼
利
用
料
　
１
区
画
年
額
500
円 

▼
利
用
開
始
予
定
　
５
月
下
旬 

▼
募
集
期
間 

　
５
月
７
日（
月
）〜
５
月
11
日（
金
） 

▼
応
募
方
法 

　
所
定
の
申
込
書
に
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

結
果
は
５
月
18
日（
金
）ま
で
に
通
知
。 

※
申
込
書
は
、
経
済
観
光
課
窓
口
の

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
経
済
観
光
課
　
☎
内
線
２
６
２ 

市民農園 

利用者を 

追加募集 

市民農園 

利用者を 

追加募集 

市民農園 

利用者を 

追加募集 
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加藤　幹雄 
 
鈴木　一男 
河野　憲之 
鈴木　完一 
島村　行成 
山口　明男 
二挺木　洋二 
 
 
杉山　賢治 
 
 
岩崎　俊一 
増尾　克治 
山口　芳弘 
松本　卓次 
柳田　國光 
二宮　敏明 
 
 
二宮　正美 
二梃木　敏行 
石井　道朗 
岩田　隆吉 
簑島　信雄 
竹内　浩 
鈴木　晃一 
二宮　栄治 
 
 
杉崎　一成 
守屋　時春 
 
 
二宮　和代 
小縄　修司 
寺井　啓子 
杉山　勝美 
由井　要 

原　俊清 
竹内　一夫 
平田　明 
 
水澤　いく子 
 
小嶋　新一 
早崎　薫 
福島　康夫 
 
三木　茂男 
小早川　徹 
 
 
平井　徹 
杉山　徳幸 
 
簑島　英雄 
 
岩崎　浩光 
関口　一郎 

＜部長級＞ 
参事（行政改革・企画担当） 
 
総務部長 
部長（防災・地域推進担当） 
環境経済部長 
都市整備部長 
監査委員事務局長 
教育委員会教育次長 
 
＜課長級＞ 
企画室長 
 
 
企画室機構改革担当主幹 
総務部総務課主幹 
総務部税務課長 
町民福祉部町民課長 
町民福祉部地域協働課長 
町民福祉部福祉課長（ふれあい会館
館長兼務）（福祉センター所長兼務）
（障害福祉センター所長兼務） 
環境経済部環境美化センター所長 
都市整備部都市整備課長 
会計管理者兼会計課長 
議会事務局長代理 
教育委員会学校教育課長 
教育委員会教育指導担当主幹 
消防署長（国府分署長兼務） 
消防本部消防総務課長 
 
 
消防署第１消防隊主幹 
消防署第２消防隊主幹 
 
＜副主幹級＞ 
総務部税務課副主幹 
町民福祉部町民課副主幹 
町民福祉部町民課副主幹 
町民福祉部地域協働課副主幹 
都市整備部都市整備課副技幹 

都市整備部都市整備課副主幹 
都市整備部まちづくり課副技幹 
都市整備部下水道課副技幹 
 
教育委員会国府幼稚園園長（教育委
員会月京幼稚園園長兼務） 
教育委員会生涯学習課副主幹 
教育委員会図書館副主幹 
消防本部消防総務課副主幹（消防本
部消防総務課副主幹兼務） 
消防署第２消防隊長・副主幹 
消防署第２消防隊副主幹（消防署第
２救急救助隊長・副主幹兼務）（消防
本部消防総務課副主幹兼務） 
消防署第１消防隊長・副主幹 
消防署第１消防隊副主幹（消防本部
消防総務課副主幹兼務） 
消防署第２消防隊副主幹（消防本部
消防総務課副主幹兼務） 
国府分署分署第２隊長・副主幹 
消防署第１消防隊副主幹（消防署第
１救急救助隊長・副主幹兼務） 

 

参事（防災・地域推進担当） 

（町民福祉部地域協働課長兼務） 

教育委員会教育次長 

環境経済部長 

都市整備部長 

監査委員事務局長 

総務部長 

参事（政策推進・企画担当） 

 

 

町民福祉部福祉課長（ふれあい会館

館長兼務）（福祉センター所長兼務） 

（障害福祉センター所長兼務） 

町民福祉部地域協働課副主幹 

企画室長 

都市整備部都市整備課長 

議会事務局長代理 

環境経済部環境美化センター所長 

会計課長 

 

 

総務部総務課副主幹 

都市整備部都市整備課副主幹 

総務部税務課長 

企画室政策推進担当主幹 

町民福祉部町民課長 

国府小学校教頭 

消防署長 

消防署第１消防隊副主幹（消防署第

１救急救助隊長・副主幹兼務）（消防

本部消防総務課副主幹兼務） 

消防署第２消防隊主幹 

消防署第１消防隊主幹 

 

 

町民福祉部町民課副主幹 

教育委員会図書館副主幹 

総務部税務課副主幹 

教育委員会生涯学習課副主幹 

都市整備部都市整備課主査 

企画室政策推進担当副主幹 

都市整備部下水道課副技幹 

都市整備部まちづくり課副技幹 

 

教育委員会国府幼稚園教頭 

 

総務部税務課副主幹 

町民福祉部町民課副主幹 

消防署第２消防隊副主幹（消防本部

消防総務課副主幹兼務） 

消防署第１消防隊長・副主幹 

消防署第２消防隊長・副主幹 

 

 

国府分署第２隊長・副主幹 

消防署第２消防隊副主幹（消防本部

消防総務課副主幹兼務） 

消防署第１消防隊主査（消防本部消

防総務課主査兼務） 

国府分署第１隊主査 

消防署第２消防隊主査（消防署第２

救急救助隊長・主査兼務） 

退　職　者 （平成１９年３月３１日付） 

◎問い合わせ　総務課　☎内線210

※副主幹以上 

山田  満紀 
 
守屋　友春 
本田　正 
熊澤　久 
高橋  冨美子 
 
 
柳田　六男 
寄田　正 
山下　かおり 
三井　夕香里 

消防本部消防次長 

（消防総務課長兼務） 

消防本部消防総務課予防保安担当主幹 

消防本部国府分署長 

教育委員会学校教育課長 

教育委員会学校教育課主幹 

（国府幼稚園園長兼務） 

（月京幼稚園園長兼務） 

消防署第２消防隊副主幹 

町民福祉部地域協働課副主幹 

町民福祉部子育て介護課主任保健師 

教育委員会大磯幼稚園教諭 

新 旧 氏　名 新 旧 氏　名 

氏　名 旧 

 

 

 

 

大磯中学校校長 

備　考 

町 職 員 人 事 異 動  （平成１９年４月１日付） 

　
町
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、

副
町
長
の
選
任
が
承
認
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
４
月
１
日
付
け
で
吉
川
重
雄

副
町
長
が
就
任
し
ま
し
た
。 

 

▼
副
町
長 

　
吉
川
　
重
雄
　
62
歳 

        

【
略
歴
】 

　
昭
和
19
年
７
月
大
磯
町
国
府
本
郷

生
ま
れ
。
中
央
大
学
法
学
部
を
卒
業

し
、
法
律
事
務
所
、
国
会
議
員
秘
書
、

会
社
社
長
な
ど
を
経
て
、
昭
和
62
年

７
月
町
議
会
議
員（
平
成
３
年
１
月

ま
で
）、
平
成
15
年
７
月
同
町
議
会

議
員（
平
成
19
年
３
月
ま
で
）を
歴
任 

 
※
副
町
長
は
、
地
方
自
治
法
の
改
正

に
伴
い
設
置
す
る
も
の
で
、
従
来

の
助
役
に
代
わ
る
職
で
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
総
務
課
　
☎
内
線
２
１
０ 

副
町
長
に
　
吉
川
重
雄
さ
ん 

　
福
島
さ
ん
は
、
３
月
議
会
で
教
育

委
員
の
任
命
に
議
会
の
同
意
を
得
て
、

４
月
１
日
の
教
育
委
員
会
で
教
育
長

に
選
任
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
日
か

ら
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。 

 

▼
教
育
長 

　
福
島
　
睦
惠
　
59
歳 

      

【
略
歴
】 

　
昭
和
45
年
６
月
横
浜
国
立
大
学
教

育
学
部
卒
業
、
同
年
９
月
大
磯
小
学

校
教
諭
、
国
府
小
学
校
教
諭
、
中
教

育
事
務
所
指
導
主
事
、
国
府
小
学
校

教
頭
、
中
教
育
事
務
所
指
導
課
長
、

同
副
所
長
、
国
府
小
学
校
校
長
、
大

磯
小
学
校
校
長
、
国
府
中
学
校
校
長
、

大
磯
中
学
校
校
長
を
歴
任 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
学
校
教
育
課
　
☎
内
線
３
２
２ 

教
育
長
に
　
福
島
睦
惠
さ
ん 
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平
成
18
年
度
基
本
健
康
診
査
で
は

『
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
』

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）と『
介
護
予
防
』

に
焦
点
を
あ
て
た
健
診
と
な
り
、
結

果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。 

　
40
代
の
男
性
に
肥
満
が
多
く
、
高

脂
血
症
な
ど
注
意
信
号
が
多
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

１
　

受
診
者
数  

　
受
診
者
数
は
３
，０
８
０
人（
男
性

９
７
８
人
、
女
性
２
，１
０
２
人
）で

し
た
。 

  

２
　

受
診
者
の
年
齢
構
成 

                

３
　

年
代
別
結
果
判
定 

 

　
男
女
別
の
結
果
判
定
割
合
を
み
る

と
、
男
性
全
体
で
は『
異
常
な
し
』が

13
・
４
％
、『
要
指
導
』が
36
・
２
％
、

『
要
医
療
』が
50
・
４
％
で
し
た
。
女

性
全
体
で
は『
異
常
な
し
』が
17
・
８

％
、『
要
指
導
』が
36
・
１
％
、『
要
医

療
』が
46
・
１
％
で
受
診
者
の
ほ
ぼ
半

数
に
医
療
が
必
要
で
し
た
。 

　
40
歳
代
男
性
の
82
％
に
何
ら
か
の

異
常
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢

が
高
く
な
る
に
つ
れ
要
医
療
の
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

４
　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
　
　
　
　

　
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
は 

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）は
肥
満
、
な
か
で

も
お
腹
の
ま
わ
り
に
脂
肪
が
つ
く『
内

臓
脂
肪
型
肥
満
』の
人
が
高
脂
血
症

や
高
血
圧
、
糖
尿
病
の
い
ず
れ
か
２

つ
以
上
を
併
せ
持
つ
状
態
を
い
い
、

放
置
す
る
と
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ

し
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
と
い
っ
た
命

に
か
か
わ
る
病
気
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
町
で
は
今
年
度
か
ら
64
歳
ま
で
の

受
診
者
に
腹
囲
測
定
を
実
施
し
、
男

性
85
㎝
以
上
、
女
性
90
㎝
以
上
で
高

血
圧
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
の
う
ち

２
項
目
以
上
該
当
し
て
い
る
方
に
は

医
師
か
ら
の
指
導
や
保
健
事
業
の
案

内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
40
代
男
性
の
36
％
が
肥
満
と
判
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
女
性
で
は
年
代
が

高
く
な
る
に
つ
れ
肥
満
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

②
肥
満（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
）で
、
高
血

圧
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
の
２
項

目
以
上
を
持
つ
人 

　
受
診
者
の
う
ち
636
人（
21
％
）、
５

人
に
１
人
が
肥
満
で
あ
り
、
そ
の
う

ち
の
270
人（
42
・
５
％
）が
高
血
糖
・

高
血
圧
・
高
脂
血
症
の
２
つ
以
上
を

重
ね
て
持
っ
て
い
ま
す
。
特
に
女
性

よ
り
も
男
性
の
方
が
肥
満
や
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
該
当
者
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。 

               

　
今
年
も
基
本
健
康
診
査
が
７
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。『
異
常
な
し
』や『
症

状
が
な
い
か
ら
』だ
け
で
判
断
せ
ず
、

受
け
た
後
の
結
果
を
生
活
に
活
か
す

こ
と
が
大
切
で
す
。
結
果
を
年
毎
に

比
較
し
、
生
活
習
慣
と
合
わ
せ
て
改

善
点
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課 

　
☎
内
線
３
０
８ 

40
代
の
男
性
の
健
康
に
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド 

平
成
18
年
度 

基
本
健
康
診
査
の
結
果 

受診者の年齢構成 

80代以上 
10%

70代 
34%

40代 
7%

50代 
15%

60代 
34%

40代 
異常なし 
要指導　 
要医療　 50代 

60代 

70代 

80代以上 

年代別結果判定（男性） 

0％ 50％ 100％ 

40代 

50代 

60代 

70代 

80代以上 

年代別結果判定（女性） 

0％ 50％ 100％ 

40代 
低体重　 
普通　　 
肥満　　 50代 

60代 

70代 

80代 
以上 

40代 

50代 

60代 

70代 

80代 
以上 

BMIの年代別状況（女性） 

0％ 50％ 100％ 

BMIの年代別状況（男性） 

0％ 50％ 100％ 

メタボリック該当者数 

男性 

2500

2000

1500

1000

500

0
女性 

受診者数 
肥満　　 
2項目以上 

①
肥
満
の
状
況 

BMI（肥満係数） 

体重kg／（身長m）2＝22基準 
18.5未満…やせ 
18.5～25未満…普通 
25以上…肥満 
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　日程・内容　別表参照 
　対象　町在住の60歳以上の方 
　後援　町老人クラブ連合会 
　申込み　５月７日（月）から電話で 
 
◎問い合わせ・申込み　生涯学習課　☎内線323

高
齢
者

高
齢
者 
高
齢
者 

が 

い
き
い
き
元
気

い
き
い
き
元
気 

い
き
い
き
元
気 

に
す
ご
す
た
め
に 

の開催 高 齢 者 教 室 

　
食
事
が
美
味
し
く
な
い
、
体
重
が
減

っ
て
き
た
、
口
が
乾
く
、
む
せ
る
な
ど

を
解
決
し
て
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
指
導

室 

▼
対
象
　
65
歳
以
上
で
基
本
健
康
診
査

や
生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
か
ら

必
要
の
あ
る
方
優
先
。 

▼
自
己
負
担
金
　
２
，４
０
０
円（
300
円

×
８
回
）
　 

　
高
齢
者
が
グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
じ
て

ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
日
々
の
生
活
は
よ

り
健
康
で
充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

活
動
に
役
立
つ
研
修
会
を
行
い
ま
す
。 

▼
対
象
者
　
地
域
住
民
グ
ル
ー
プ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア 

▼
と
こ
ろ
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
れ
石 

▼
申
込
み
　
５
月
25
日（
金
）ま
で 

▼
費
用
　
な
し 

　
生
き
が
い･

健
康
づ
く
り
の
活
動
を

し
て
い
る
地
域
住
民
グ
ル
ー
プ
に
交
付

金
を
交
付
し
ま
す
。 

▼
交
付
要
件 

○
閉
じ
こ
も
り
が
ち
や
虚
弱
な
高
齢
者

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と 

○
高
齢
者
ち
い
き
の
集
い
研
修
会
に
各

回
２
名
以
上
参
加
す
る
こ
と 

○
町
の
委
託
金
、
補
助
金
を
当
該
年
度

に
受
け
な
い
こ
と 

＊
今
年
度
よ
り
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
も

含
み
ま
す
。
申
請
方
法
は
上
記
研
修

会
の
中
で
説
明
し
ま
す
。 

   

　『
脳
イ
キ
イ
キ
教
室
』は
、
今
年
度
か

ら
町
が
実
施
す
る
認
知
症
予
防
の
教
室

で
学
習･

音
楽･

料
理
の
３
コ
ー
ス
で
９

月
か
ら
11
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

こ
の
教
室
に
一
緒
に
参
加
し
て
見
守
り

や
話
し
相
手
を
し
て
い
た
だ
く
サ
ポ
ー

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
受
付
期
間
　
５
月
25
日（
金
）ま
で 

※
高
齢
者
ち
い
き
の
集
い
研
修
会
に
２

回
以
上
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

   

　
い
き
が
い
マ
ッ
プ
は
、
介
護
予
防
に

役
立
つ
趣
味
や
つ
ど
い
な
ど
の
グ
ル
ー

プ
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

　
新
た
に
掲
載
を
希
望
す
る
グ
ル
ー
プ

は
登
録
申
請
書（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
窓
口
に
て
配
布
）に
活
動
内
容
を

記
載
し
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み 

　
子
育
て
介
護
課
　
☎
内
線
３
１
６ 

〜 

介
護
予
防
特
別
コ
ー
ス 

〜 

　
　
食
事
と
お
口
か
ら
元
気
教
室 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8

5 月21日（月） 

6 月18日（月） 

6 月25日（月） 

7 月26日（木） 

9 月 3 日（月） 

10月10日（水） 

11月 5 日（月） 

11月19日（月） 

個別相談（初回） 

栄養『コンビニ活用術』 

栄養『食べたものが身になるまで』 

歯科『かむこと飲み込むこと』 

栄養『かんたん調理実習』 

歯科『お口から風邪予防』 

個別相談（最終） 

今後にむけて 

介
護
予
防
を
目
的
と
し
た 

地
域
グ
ル
ー
プ
活
動
を
支
援
！ 

脳
イ
キ
イ
キ
教
室 

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集 

生
き
が
い
マ
ッ
プ
掲
載
希
望
の 

新
し
い
グ
ル
ー
プ
を
募
集 

『
介
護
予
防
』と
言
う
言
葉
を
ご
存
知
で
す
か
？ 

あ
な
た
に
合
っ
た『
介
護
予
防
』を
始
め
ま
せ
ん
か 

高
齢
者
ち
い
き
の
集
い
研
修
会 

6月15日（金） 
音楽で元気！ 

うた、楽器、リズ 
ム打ちなどの楽し 
み方 
 

5月31日（木） 
思い出話に 
花を 

懐かしい道具にふ 
れながら思い出シ 
ートを作成 
 

月日　テーマ 内　容 

1

3
6月22日（金） 
お口から元気 

楽しくしゃべる・ 
美味しく食べるた 
めのケア 
 

2

月 日（曜日） 会場 講議内容 講　　師 回数 

福祉センター 
さざれ石 

国府支所 

1

2

高齢者教室　日程及び講義内容 

6月 7 日（木） 

3 6月21日（木） 
4 9月13日（木） 
5 9月20日（木） 
6 9月27日（木） 

6月14日（木） 

テーマ 月　日 回 

　健康で生き生きと、心豊かな生活を送るための 
楽しみ方を探ってみませんか。 
　気軽に参加してください。 
 

▲
 ▲

 ▲
 ▲

 

※第１回と第５回は内容が異なります。なお、この日は運動のしやすい服装で、大きめのタオルを持参してください。 

健康運動指導士　畑佐茂喜さん 

社会保険労務士　金丸亜紀雄さん 

杉山皮膚科医院長　杉山安洋さん 

元神奈川新聞記者　行武經夫さん 

健康運動指導士　畑佐茂喜さん 

社会保険労務士　金丸亜紀雄さん 

生活習慣病と運動との関わりⅠ 

※時間は毎回 １４：００～１５：３０ 

年金を学ぼうⅠ  
「厳しい時代に知っておきたい最新情報」 

気になる皮膚病のいろいろ 

時事解説 

生活習慣病と運動との関わりⅡ 

年金を学ぼうⅡ「６０歳以降の医療制度」 
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子
ど
も
と
家
庭
、
子
ど
も
を
取
り

巻
く
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
毎
年
５
月
５
日
の「
子

ど
も
の
日
」か
ら
１
週
間
を「
児
童
福

祉
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。 

　
全
て
の
子
ど
も
が
豊
か
な
愛
情
に

包
ま
れ
な
が
ら
、
健
や
か
に
育
つ
こ

と
は
、
み
ん
な
の
願
い
で
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
夢
と

希
望
を
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
志
で

「
未
来
の
大
人
」と
し
て
育
っ
て
い
け

る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
地

域
社
会
や
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課
　
☎
内
線
３
０
５ 

　
児
童
手
当
法
改
正
に
よ
り
、
４
月

１
日
か
ら
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
養

育
者
に
対
す
る
第
１
子
及
び
第
２
子

の
児
童
手
当
の
額
が
、
児
童
１
人
に

つ
き
月
額
１
万
円
に
増
額
と
な
り
ま

し
た
。 

　
た
だ
し
、
３
歳
に
な
っ
た
翌
月
か

ら
は
、
第
１
子
及
び
第
２
子
の
児
童

手
当
の
額
が
、
従
前
ど
お
り
児
童
１

人
に
つ
き
月
額
５
千
円
と
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
今
回
の
法
改
正
に
伴
い
、

保
護
者
の
皆
様
に
は
特
に
必
要
な
手

続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
３
歳
以
上
の
児
童
の
児
童

手
当
の
額
、
支
給
対
象
年
齢
及
び
所

得
制
限
限
度
額
に
つ
い
て
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課
　
☎
内
線
３
０
５ 

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
父
ま
た
は
母
、
養
育
者
で
、
平

成
19
年
４
月
に
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
に
入
学

さ
れ
た
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
は
、
児
童
１
人
に

つ
き
、
年
額
３
万
円
の
助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で

次
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
（
所
得
制
限
あ
り
） 

 

▼
対
象
者 

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
で
、
平
成

19
年
４
月
１
日
現
在
、
大
磯
町
に
６

か
月
以
上
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
児
童（
た
だ
し
、

生
活
保
護
受
給
者
や
施
設
入
所
者
等

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。） 

▼
申
請
方
法 

　
５
月
７
日（
月
）〜
31
日（
木
）の
間

に
、
申
請
書
と
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

▼
申
請
に
必
要
な
も
の 

・
申
請
者
の
預
金
口
座
番
号（
郵
便

局
以
外
） 

・
対
象
者
と
確
認
で
き
る
も
の（
児

童
扶
養
手
当
証
書
・
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
助
成
事
業
医
療
証
等
） 

・
高
等
学
校
入
学
の
場
合
は
、
在
学

を
証
明
で
き
る
も
の 

・
印
鑑（
認
印
） 

▼
所
得
制
限（
別
表
の
と
お
り
） 

　
父
・
母
・
養
育
者（
申
請
者
）及
び

同
居
の
家
族（
扶
養
義
務
者
）の
所
得

が
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。 

▼
支
給
方
法 

　
所
得
等
の
審
査
後
、
該
当
す
る
申

請
者
に
対
し
て
、
口
座
振
込
み
に
よ

り
支
給
し
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課 

　
☎
内
線
３
０
５ 

ひ
と
り
親
家
庭
等
助
成
金
の 

　
　
　
支
給
に
つ
い
て 

平成18年度所得（平成17年分の所得） 

0人 

1人 

2人 

3人 

4人 

190,000円 未満 

570,000円 未満 

950,000円 未満 

1,330,000円 未満 

1,710,000円 未満 

2,360,000円 未満 

2,740,000円 未満 

3,120,000円 未満 

3,500,000円 未満 

3,880,000円 未満 

父・母・養育者 
（申請者） 

同居の家族 
（扶養義務者） 

別
表 扶養親族 

等の数　 

か
ら 

児
童
手
当
制
度
が
拡
充 

第１子・第２子　月額１万円（改正前は５千円） 

第３子以降　　　月額１万円 

第１子・第２子　月額５千円 

第３子以降　　　月額１万円 

注意 
○ 扶養親族等の数は、税法上の控除対象配偶者及び扶養親族の数である。 
○ 所得税法に規定する老人控除対象配偶者又は老人扶養親族がある者についての限度額（所 
　 得額ベース）は上記の額に、該当老人控除対象配偶者または老人扶養親族１人につき６万 
　 円を加算した額。 
○ 扶養親族等の数が６人以上の場合の限度額（所得額ベース）は、１人につき３８万円（扶養親 
　 族等が老人控除対象配偶者または老人扶養親族であるときは４４万円）を加算した額。 

扶養親族等の数 

０人 

１人 

２人 

３人 

４人 

５人 

国民年金等加入者所得額 

４６０．０ 

４９８．０ 

５３６．０ 

５７４．０ 

６１２．０ 

６５０．０ 

厚生年金等加入者所得額 

５３２．０ 

５７０．０ 

６０８．０ 

６４６．０ 

６８４．０ 

７２２．０ 

児童手当の額 

児童手当所得制限限度額 別表 （単位：万円） 

支給対象年齢：12歳になった、最初の３月31日までの児童（小学校修了前）。 
支給時期：２月・６月・12月にそれぞれの前月分まで支給します。 
所得制限限度額：別表のとおり 

3歳未満 

3歳以上 
（3歳になった翌月から） 

4
1
4月 

1日 

「見つけよう 
　　みんながもってる 
　　　　　いいところ」 

5
5

5
11

〜 平成19年度　児童福祉週間標語 
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町

史

は

今

…

⑦

 
 

　
大
磯
町
に
は
古
く
か
ら
伝
わ
る
地

域
社
会
の
制
度
、
生
業
、
衣
食
住
、

信
仰
、
年
中
行
事
な
ど
が
多
く
継
承

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
都
市
化

や
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
、
急
速

に
変
貌
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

　
過
去
か
ら
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
た

住
民
の
生
活
は「
真
の
歴
史
」で
あ
り
、

そ
れ
を
記
録
し
、
考
察
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
現
在
の
大
磯
を
再
認
識
す

る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
後
世
へ
つ

な
ぐ
と
い
う
重
要
な
意
味
を
持
つ
も

の
で
あ
り
ま
す
。 

　
今
回
は
、
大
磯
町
の
民
俗
を
集
大

成
し
た
第
８
巻
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

◎
『
大
磯
町
史
８
　
別
編
　
民
俗
』 

　
本
書
は
、
平
成
３
年
か
ら
平
成
７

年
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
た
調
査
結

果
を
基
に「
地
域
社
会
」「
仕
事
と
な

り
わ
い
」「
交
通
・
運
輸
・
交
易
」「
衣

食
住
」「
人
の
一
生
」「
年
中
行
事
」「
神

と
仏
の
信
仰
」「
祭
り
と
民
俗
芸
能
」

「
は
な
し
こ
と
ば
」「
別
荘
と
民
俗
」と

十
章
に
分
け
て
構
成
し
ま
し
た
。
本

書
を
通
し
、
さ
ら
に「
大
磯
の
民
俗
」

へ
の
関
心
を
深
め
、
文
化
の
保
存
、

継
承
に
つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。 

◎
体
裁
　
Ａ
５
判
　
748
頁 

　
頒
価
４
０
０
０
円 

 

 

『
大
磯
町
史
研
究
』第
１４
号
刊
行 

 

　
町
史
編
さ
ん
の
関
連
図
書
と
し
て

『
町
史
研
究
』第
14
号
を
刊
行
し
ま
し

た
。 

内
容 

●「
地
名
か
ら
学
ぶ
町
の
歴
史
」大
磯

の
地
名
か
ら
往
時
の
歴
史
や
様
相

を
探
る
。 

●「
新
町
発
足
後
の
鴫
立
庵
」昭
和
三

十
年
代
の
鴫
立
庵
の
活
動
を
検
証
。 

●「
公
立
幼
稚
園
の
地
域
社
会
史
序

説
」戦
前
か
ら
戦
後
、
幼
稚
園
と

地
域
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
論
考
。 

●「
新
聞
記
事
に
み
る
大
磯
町
内
の

民
俗
行
事
（一）
」明
治
〜
昭
和
三
十

年
ま
で
の
左
義
長
、
高
麗
寺
祭
の

記
事
を
抽
出
、
解
説
。 

●「
大
磯
薬
用
植
物
考
」大
磯
に
自
生
、

植
栽
す
る
薬
用
植
物
に
つ
い
て
詳

細
に
報
告
。 

◎
体
裁
　
Ａ
５
判
　
114
頁 

　
頒
価
400
円 

◎
購
入
方
法
　
図
書
館
、
郷
土
資
料

館
、
役
場
町
民
課
、
国
府
支
所
、

書
店
組
合
加
盟
の
町
内
書
店
に
て

販
売
。 

◎
問
い
合
わ
せ
　
町
史
編
さ
ん
班 

　
☎
（
61
）３
０
０
２ 

  

ま
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 

＊
利
用
時
間
…
平
日
は
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
６
時
50
分
、
土
・
日
・

祝
日
は
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
50
分 

＊
場
所
…
図
書
館
本
館
２
階
ロ
ビ
ー 

 

◎
馬
場
写
真
愛
好
会
写
真
展 

○
と
き
　
５
月
11
日（
金
）午
後
１
時

〜
17
日（
木
）午
後
５
時 

○
内
容
　
写
真
の
展
示 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
大
竹
　
☎
（
71
）２
０
７
０ 

       

◎
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ド
ラ
イ
＆
プ
リ

ザ
ー
ヴ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
　
　
　
　
戸
沢
一
広
　
個
展 

○
と
き
　
５
月
22
日（
火
）正
午
〜
31

日（
木
）正
午 

○
内
容
　
ワ
イ
ル
ド
＆
プ
リ
ザ
ー
ヴ

ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
戸
沢
　
☎
（
71
）８
４
３
１ 

　
今
年
度
の
施
設
開
放
日
は
、
４
園

と
も
、
５
月
か
ら
毎
週
行
い
ま
す
。

ま
た
、
未
就
園
児
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
の
方
が
幼
稚
園
の
先
生
と
一
緒

に
活
動
す
る
体
験
入
園
も
、
毎
月
１

回
開
催
し
ま
す
。 

　
ど
う
ぞ
気
軽
に
、
最
寄
り
の
幼
稚

園
に
遊
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

▼
施
設
開
放
日 

（
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
中
） 

・
大
磯
幼
稚
園
　
毎
週
金
曜
日 

　
☎
（
61
）０
５
０
５ 

・
小
磯
幼
稚
園
　
毎
週
木
曜
日 

　
☎
（
61
）４
０
９
３ 

・
国
府
幼
稚
園
　
毎
週
木
曜
日 

　
☎
（
71
）０
５
４
９ 

・
月
京
幼
稚
園
　
毎
週
金
曜
日 

　
☎
（
71
）３
０
５
０ 

 

※
体
験
入
園
日
に
つ
い
て
は
、
各
園

で
日
程
表
を
渡
し
て
い
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　 

　
学
校
教
育
課
　
☎
内
線
３
２
７ 

　
神
奈
川
県
津
久
井
馬
術
場
に
お
い

て
、
第
51
回
神
奈
川
県
馬
術
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
総
エ
ン
ト
リ
ー
数
370
組
を
超
え
る

中
で
競
技
が
行
わ
れ
、
大
磯
町
寺
坂

在
住
の
池
田
弘
彰
さ
ん
が
障
害
飛
越

競
技
に
お
い
て
２
年
連
続
優
勝
、
県

知
事
杯
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
今
後
も
全
日
本
大
会
出
場
お
よ
び

青
少
年
活
動
の
育
成
に
重
点
を
お
い

て
活
動
さ
れ
る
と
の
お
話
で
す
。 

◎
問
い
合
わ
せ
　 

・
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
３ 

・
池
田
　
☎
（
71
）８
４
１
４ 

馬
術
大
会
で 

▲池 田 弘 彰 さん 

2
年
連
続
　
優
勝 

▲大磯カーニバル 
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合
併
浄
化
槽
の
設
置
に
補
助 

　　５人槽 

６・７人槽 

８～１０人槽 

補助金の 
額 

342,000円 

414,000円 

537,000円 

浄化槽の 
人槽区分 

　
身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
精
神
保
健

福
祉
手
帳
な
ど
の
住
所

変
更
は
済
ん
で
い
ま
す

か
？ 

　
変
更
手
続
き
を
し
な

い
と
今
ま
で
受
け
て
い

た
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

　
ま
た
、
死
亡
な
ど
に

よ
り
手
帳
な
ど
が
必
要

な
く
な
っ
た
場
合
は
、

必
ず
障
害
福
祉
セ
ン
タ

ー
あ
る
い
は
、
役
場
福

祉
課
ま
で
返
還
し
て
下

さ
い
。 

　
変
更
や
返
還
の
際
に

は
、
手
帳
及
び
印
鑑
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
本

人
が
手
続
き
で
き
な
い

場
合
は
、
代
理
人
の
方

で
も
結
構
で
す
。
そ
の

際
に
は
身
分
証
明
等
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
☎
（
73
）４
５
３
０ 

  

　
近
年
、
救
急
出
動
の
増
加
に

伴
っ
て
全
国
的
に
救
急
車
が
不

足
す
る
事
態
が
発
生
し
、
大
磯

町
で
も
同
様
な
事
が
心
配
さ
れ

ま
す
。
症
状
が
軽
く
搬
送
手
段

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
救

急
車
な
ら
ば
す
ぐ
診
て
も
ら
え

る
等
の
安
易
な
行
為
が
、
本
当

に
一
刻
を
争
う
重
症
の
方
の
救

急
車
の
利
用
を
妨
げ
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
救
急
車
の
適
正

な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
患
者
さ
ん
の
様
子
や
事
故
の

状
況
な
ど
か
ら
、
急
い
で
病
院

に
運
ん
だ
方
が
良
い
と
思
っ
た

時
に
は
、
迷
わ

ず
１
１
９
番
で

救
急
車
を
呼
ん

で
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
休
日
や
夜
間
等
で
診

察
で
き
る
病
院
が
わ
か
ら
な
い

場
合
は
消
防
署
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

　 
  

　
救
急
車
が
現
場
付
近
に
到
着

し
た
ら
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。 

・
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ

え
た
ら
案
内
を
お
願
い
し
ま

す
。 

・
診
察
券
、
保
険
証
等
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
か
か
り
つ
け

の
医
院
が
あ
れ
ば
診
療
科
目

も
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

・
病
歴
、
治
療
中
の
病
名
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。 

・
傷
病
者
の
状
態
を
把
握
す
る

の
で
血
圧
や
心
電
図
等
を
測

定
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

・
そ
の
他
、
救
急
隊
員
が
質
問

す
る
事
項
が
あ
り
ま
す
。 

　
以
上
の
事
は
救
急
隊
員
が
傷

病
者
を
円
滑
に
医
療
機
関
へ
搬

送
す
る
た
め
に
必
要
な
事
で
す
。 

　
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
消
防
署
　
☎
（
61
）０
９
１
１ 

　
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水

域
の
水
質
汚
濁
の
進
行
を
防
止

し
、
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る

た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。 

　 ○
補
助
対
象
地
域 

　
下
水
道
計
画
区
域
以
外
の
地

域
等 

○
補
助
対
象
者 

　
対
象
地
域
内
で
居
住
用
の
住

宅
に
家
庭
用
小
型
合
併
処
理
浄

化
槽
を
設
置
す
る
方
。
た
だ
し
、

販
売
又
は
賃
貸
の
目
的
で
建
物

を
建
築
す
る
場
合
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。 

○
補
助
金
額 

        

○
申
請
手
続
き 

　
浄
化
槽
の
着
工
前
ま
で
に
補

助
金
申
請
書
に
建
築
確
認
通
知

書
の
写
し
、
構
造
図
、
設
置
図

等
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。 

○
申
請
場
所 

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー 

　
☎
（
72
）４
４
３
８ 

等
の 

お
済
で
す
か
？ 

住
所
変
更
は 

　
４
月
１
日
に
金
子
さ
ん
、
湯
口
さ

ん
が
引
き
続
き
行
政
相
談
委
員
に
な

り
ま
し
た
。 

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
て
、
皆
さ
ん
の
相
談

相
手
と
し
て
、
国
の
行
政
機
関
等
の

業
務
に
関
す
る
苦
情
の
相
談
に
応
じ

て
、
相
談
者
に
必
要
な
助
言
や
関
係

機
関
に
そ
の
苦
情
を
通
知
す
る
な
ど

そ
の
解
決
の
促
進
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。 

 

▼
行
政
相
談
委
員（
順
不
同
敬
称
略
） 

　
金
子
　
タ
カ
子 

　
　
　
大
磯
２
１
５
１
―

３ 

　
　
　
☎
（
61
）３
３
２
０ 

　
湯
口
　
敏
昭 

　
　
　
国
府
新
宿
767  

　
　
　
☎
（
71
）０
８
８
６ 

▼
相
談
事
項 

　
社
会
福
祉
、
医
療
保
険
、
年
金
、

国
道
、
労
働
基
準
、
雇
用
保
険
、
郵

便
な
ど
国
の
行
政
機
関
等
の
業
務
に

関
す
る
苦
情
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
今
月
の
行
政
相
談
は
、
23
ペ
ー
ジ

の「
相
談
の
案
内
」を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
地
域
協
働
課
　
☎
内
線
２
３
７ 

行
政
相
談
委
員
に 

　
　
　
　
委
嘱 

消
防
署
か
ら
の
お
願
い

消
防
署
か
ら
の
お
願
い 

消
防
署
か
ら
の
お
願
い 

国民健康保険税の 
一部を変更！ 

　
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り

平
成
19
年
度
分
か
ら
国
民
健

康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額
分

の
課
税
限
度
額
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
介
護
納

付
金
課
税
限
度
額（
９
万
円
）

に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。 

 

【
現
行
】
　
53
万
円 

　
　
←
　 

【
改
正
後
】
56
万
円 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
町
民
課
　
☎
内
線
２
４
７ 

救
急
車
は
適
正
に
利
用
を
！ 

救
急
隊
員
の
現
場
活
動
に 

協
力
を
！ 
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▲今年はえんぎがいいかも!?

▲大勢のランナーを応援（内海さん撮影） 

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 
磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 
磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
企
画
室
　
☎
内
線
２
０
６ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
手
伝
っ
て
く
れ
る 

子
ど
も
記
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

白

岩

神

社

祭

礼

 
 

（
３
月
４
日
） 

 

　
白
岩
神
社
の
お
祭
り
に
行
き

ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
お
天

気
が
良
く
な
っ
て
作
物
が
た
く

さ
ん
育
ち
ま
す
よ
う
に
と
、
竹

の
弓
で
矢
を
打
っ
て
的
に
当
て

て
占
い
を
す
る
お
祭
り
で
す
。 

　
打
っ
た
矢
と
的
の
竹
を
も
ら

う
と
、
今
年
１
年
は
え
ん
ぎ
が

良
い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
今
年
は
的
の
竹
を
も
ら

っ
た
の
で
、
今
年
１
年
は
え
ん

ぎ
が
良
い
と
う
れ
し
い
で
す
。 

        

　
　
　
　
　
（
内
海
七
夕
美
） 

 

湘
南
国
際
マ
ラ
ソ
ン 

 

（
３
月
１８
日
） 

 

　
湘
南
国
際
マ
ラ
ソ
ン
を
ロ
ン

グ
ビ
ー
チ
の
下
へ
見
に
行
き
ま

し
た
。 

　
こ
の
日
は
天
気
が
良
く
て
、

ス
タ
ー
ト
地
点
の
江
ノ
島
と
箱

根
が
き
れ
い
に
見
え
ま
し
た
。

走
る
人
に
は
気
候
が
ピ
ッ
タ
リ

で
景
色
も
最
高
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
市
民
ラ
ン
ナ
ー

は
、
勝
ち
負
け
は
関
係
な
く
、

ア
フ
ロ
ヘ
ア
ー
や
江
戸
時
代
の

飛
脚
の
服
を
き
て
走
っ
て
い
る

人
も
い
ま
し
た
。 

　
気
候
が
良
く
て
気
持
ち
良

く
、
み
ん
な
楽
し
ん
で
走
っ
て

い
る
マ
ラ
ソ
ン
で
し
た
。
　 

（
内
海
七
夕
美
）       

      

こ
の
１
年
間
を
と
お
し
て 

 

　
子
ど
も
記
者
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
作
文
が
上
手
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。
最
初
は
全

部
似
た
よ
う
な
文
章
だ
っ
た
け

れ
ど
、
今
で
は
一
つ
一
つ
に
感

想
が
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

　
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極

的
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
新
し
い
発
見
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

な
発
見
や
楽
し
さ
が
あ
る
の

で
、
子
ど
も
記
者
仲
間
が
増
え

て
ほ
し
い
で
す
。 

　
　
　
　
　
（
内
海
七
夕
美
） 

 

　
子
ど
も
記
者
に
な
っ
て
２
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
小
学
校
は

卒
業
に
な
り
ま
し
た
が
、
子
ど

も
記
者
は
続
け
て
行
き
た
い
で

す
。 

　
今
年
は
、
行
事
に
参
加
し
た

り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
を
し
ま

し
た
が
、
一
番
印
象
に
あ
る
の

は
、
三
好
町
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
し
た
。 

　
中
学
生
に
な
る
と
部
活
な
ど

で
な
か
な
か
参
加
で
き
な
い
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。 

　
　
　
　
　
　
（
山
口
健
太
） 

 
　
歯
ぐ
き
や
歯
と
口
腔
内
の
健
康
状
態
は
、

全
身
の
健
康
と
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
健
康

で
過
ご
す
た
め
に
は
こ
ま
め
な
手
入
れ
が
大

切
で
す
。 

　
歯
周
病
は
40
歳
以
降
に
歯
を
失
う
大
き
な

原
因
と
な
り
ま
す
が
、
一
本
で
も
多
く
自
分

の
歯
を
残
し
元
気
に
歳
を
重
ね
る
た
め
に
、

40
・
50
・
60
・
70
歳
の
節
目
年
齢
の
方
を
対

象
に
成
人
歯
科
健
診
を
実
施
し
ま
す
。 

　
あ
な
た
の
健
康
度
を
確
認
し
、
早
め
の
対

処
に
お
役
立
て
下
さ
い
。 

 

▼
対
象
者 

・
40
歳（
昭
和
42
年
４
月

１
日
〜
43
年
３
月
31
日

生
ま
れ
の
方
） 

・
50
歳（
昭
和
32
年
４
月

１
日
〜
33
年
３
月
31
日

生
ま
れ
の
方
） 

・
60
歳（
昭
和
22
年
４
月

１
日
〜
23
年
３
月
31
日

生
ま
れ
の
方
）
　 

・
70
歳（
昭
和
12
年
４
月

１
日
〜
13
年
３
月
31
日

生
ま
れ
の
方
） 

※
た
だ
し
、
現
在
歯
科
治

療
の
た
め
受
診
さ
れ
て

い
る
方
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。 

▼
実
施
期
間 

　
６
月
１
日（
金
）〜 

　
　
　
　
11
月
30
日（
金
） 

 

▼
受
診
方
法 

　
希
望
す
る
協
力
医
療
機

関
に
予
約
の
う
え
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

▼
健
診
内
容 

①
口
腔
内
の
全
体
の
状
況 

②
治
療
が
必
要
な
部
位
や

歯
肉
の
炎
症
の
有
無 

③
口
腔
清
掃
状
況
、
歯
並

び
や
噛
み
合
せ
の
状
況 

※
当
日
は
健
診
の
み
で
治

療
は
行
い
ま
せ
ん
。 

 

▼
自
己
負
担
　
５
０
０
円 

※
生
活
保
護
法
の
適
用
を

受
け
て
い
る
世
帯
の
方

は
、
免
除
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課 

　
☎
内
線
３
０
９ 

有近歯科医院 

今井歯科医院 

加藤歯科診療所 

熊坂歯科医院 

郷土歯科医院 

コクフ歯科クリニック 

61－6060 

61－0190 

61－3327 

61－1101 

61－0648 

71－8009

こだま歯科クリニック 

小林歯科医院 

並木歯科医院 

藤山歯科医院 

松本歯科医院 

簑島歯科医院 

60－2111 

71－0573 

61－5155 

73－4899 

61－7750 

72－2814

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号 

成
人
歯
科
健
康
診
査

成
人
歯
科
健
康
診
査 

成
人
歯
科
健
康
診
査

成
人
歯
科
健
康
診
査 

成
人
歯
科
健
康
診
査 

町内の協力医療機関 

４０
・
５０
・
６０
・
７０
歳
の 

　
　
節
目
年
齢
の
方 



　「Ｂｏｄｙ（体）」、「Ｂｏｎｅ（骨）」、

「Ｂｅａｕｔｙ（きれい）」、体を動

かして心とからだのリフレッシュ！ 

　とき　5月28日(月）　10：00～
11：30 

　ところ　保健センター 
　内容　体操（骨太体操・リズム体
操・ストレッチ） 

　対象　20～50歳代の方（お子さん
も一緒に参加できます） 

※申し込み不要・直接会場へ 

　　子育て介護課　☎内線308 
 

　管理栄養士が、日々の食事につい

ての相談をお受けします。（予約制） 

　とき　5月7日(月）、22日(火)、
31日(木) 

※１人40分 

　ところ　保健センター 
　・　　子育て介護課　☎内線308

20

　町内で見られる植物の目録化を進

めるとともに開花時期を調べ、花ご

よみを作成します。 

　とき　第2・第4土曜日を中心に
年間を通して調査を実施します。

ガイダンスを5月26日（土）9:30 

から行ないます。 

※ご都合のつく日のみの参加で構い

ません。興味のある方は気軽に参

加してください。 

　・　　郷土資料館　☎(61)4700 
 

ワークショップ「草と木の調査」 
第7期メンバー募集 

問 申 

▼
 

　新規に町文化祭に参加を希望する

団体を募集します。 

　開催期間(予定)　10月27日(土)・ 
　28日（日） 

　開催場所　町内公共施設を予定 
　募集期間　5月7日（月）～17日
（木） 

　申込み　電話で5月7日（月）から 
　・　　生涯学習課　☎内線323 
 

文化祭参加団体を募集 

問 申 

▼
 

▼
 ▼
 

▼
 

　がんの宣告や再発・転移の告知は

不安や心配が募ります。 

　治療後の不自由や不調への対処の

他、色々な体験を分かち合い、リラ

クゼーションで心身を緩めてみまし

ょう。 

　とき　5月30日（水）　13：30～
15：30 

　ところ　保健センター運動指導室 
　内容　情報交換、からだを緩める
リラクゼーションの体験 

　対象　体験者･家族･関係者 
　・　　子育て介護課　☎内線309問 申 

▼
 

▼
 

▼
 
▼
 

がん体験者および家族の交流会 
～この指とーまれ～ 

　体を動かして、いい汗かきません

か？好評につき、月2回となりまし

た。24日は体力測定を行います。 

　とき　5月9日（水）、24日（木） 
　10：00～11：30 

　ところ　福祉センターさざれ石 
　持ち物　動きやすい服装と靴でお
越しください 

※申し込不要・直接会場へ 

　　子育て介護課　☎内線309

メンズ・エクササイズ 
（男性限定骨太体操講習会） 

問 

問 申 

▼
 

▼
 ▼
 

▼
 

▼
 

食事からの健康相談 

問 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

Ｂウェーブ 

情報コーナー 情報コーナー 情報コーナー 　　問い合わせ 

　　申込み 

問 

申 

　とき　6月2日（土） 
　9:30～11:30（小雨決行） 

　ところ　照ヶ崎海岸 
　講師　福田良昭さん（相模貝類研
究談話会会長） 

　対象　30名（小学校2年生以下は
保護者同伴で） 

　持物　すべりにくい靴（サンダル
は不可）、タオル、ビニール袋、

バケツ、飲み物など 

　参加費　無料 
　申込み　電話で5月3日（木）から
（先着順） 

　・　  郷土資料館　☎(61)4700 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　町内沿岸域の自然をメインテーマ

に企画展を開催。磯や砂浜に生息す

る生き物、近年見られた事象、海岸

の漂着物などを紹介します。 

　会期　4月29日(日)～6月10日
(日) 

　場所　郷土資料館企画展示室 
 

郷土資料館企画展『磯・砂浜』 
～身近な自然の営み～ 

問 申 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

企画展関連行事 
「照ヶ崎の生き物観察会」 

▲アカウミガメ上陸の様子（2004年7月撮影） 

　町立保育園では園児たちと一緒に

遊んでくれる健康で元気な方を募集

しています。 

　園児たちと楽しく遊んだり、お話

ししたりしませんか。元気な園児た

ちが来園を楽しみに待っています。 

　対象　60歳以上の方 
　予定日　年間4回程度 
　申込み　5月7日（月）～25日（金） 
　子育て介護課窓口にて 

　　子育て介護課　☎内線306 
 

ふれあい交流会 
参加者募集 

問 

▼
 

▼
 
▼
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　卸売業・小売業を営むすべての

事業所（商業事業所：店舗）を対象

として商業統計調査を全国一斉に

実施します。 

　この調査は、商業事業所の分布

状況や販売活動の実態を明らかに

することを目的とし、調査結果は

商業振興、市街地の活性化などを

進める重要な基礎資料となりま

す。 

　5月中旬から、県知事が任命し

た「統計調査員」が、商業事業所

（店舗）に伺い、『商業調査票』の

記入をお願いします。取り集めも

「統計調査員」が行いますのでご協

力をお願いします。 

調査票の「秘密」は、守られます。 
　調査事項は、統計を作るためだ

けに用いられ、その他の目的に使

用することはありません。 

　また、調査員や調査関係者が調 

査で知り得

た事項を、

他に漏らす

ことも禁じ

られていま

す。 

問 

『 商業統計調査 』６月１日 

　　企画室　☎内線206

　照ヶ崎・生沢プールの受付員を募

集します。 

　人員　若干名 
　給与(時給) 　760円 
　期間　7月1日～8月31日 
　勤務時間　8：30～17：00 
　提出書類　町指定の臨時職員登録
書１通（登録書は町ホームページ

からダウンロードできます。） 

　応募資格　18歳以上の健康な方 
　締切り　5月21日(月)まで 
　採用決定　面接を行い、6月9日
(金)までに連絡します。 

　・　　経済観光課　☎内線264 
　生涯学習課　☎内線324

照ヶ崎・生沢プールの 
アルバイト募集 

問 申 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

　身体・知的障害者の社会参加の推

進に寄与するため、県内在住者（横

浜、川崎除く）で13歳以上の身体障

害者手帳・療育手帳を持つ方を対象

に開催します。（心臓等の内部障害

があり、医師より運動が認められな

い方は参加できません。） 

卓球・サウンドテーブルテニス競技
会 
　とき　6月10日(日） 
　ところ　県立体育センタースポー
ツアリーナほか 

　締切り　5月9日(水) 
フライングディスク競技会 
　とき　6月24日(日) 
　ところ　県立体育センター陸上競
技場 

　締切り　5月16日(水) 
水泳競技会（知的障害者） 
　とき　7月15日(日) 
　ところ　県立体育センタープール 
　締切り　6月6日(水) 
水泳・洋弓競技会（身体障害者） 
　とき　7月22日(日) 
　ところ　県総合リハビリテーショ
ンセンタープールほか 

　締切り　6月13日(水) 
　・　　障害福祉センター 

　☎(73)4530 
 

問 申 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

県障害者スポーツ大会 

　とき　6月17日(日) 　6：30～
11：30雨天決行　予備日6月24日

(日) 

　ところ　大磯海水浴場 
　内容　サーフィンスクール及びス
クール型コンテスト 

　対象　小学生 
　定員　20名（町在住者優先） 
　参加費　2,500円 
　締切り　定員になり次第締切り 
　・　　町体育協会サーフィン部　

田原宅　☎(61)7940 
 

問 申 

大磯キッズサーフィン 
チャレンジ大会 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 
▼
 ▼
 

▼
 

問 申 

　湘南の海でヨットに挑戦してみま

せんか？ 

　とき　5月27日(日)　10:00～
15:00　小雨決行、荒天時6月9

日(土)へ延期 

　ところ　江ノ島ヨットハーバー 
　参加資格　高校生以上（10名程度） 
　当日持参　濡れても良い服装、タ
オル、着替え等 

　・　　町体育協会ヨット部　平川

宅　☎(61)1573 
　http://www.oiso.ne.jp/oyc/ 

 

町民ヨットスクール大会の 
開催と部員募集 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

　とき　6月10日(日)　8：30開会 
　ところ　大磯中学校グラウンド 
　参加資格　町在住、在勤の方 
　競技規則　日本ソフトボール協会
オフィシャルルール 

　申込期限　6月1日（金） 
　代表者会議・抽選会　6月1日
（金）　19：00～　生涯学習館 

　・　　町体育協会ソフトボール部 

　山下宅　☎(71)3437 
　小清水宅　☎(61)2008 
 

　とき　5月27日(日)　9：00開会 
　6月3日(日)決勝戦終了後閉会式 

　ところ　運動公園多目的グラウン
ド 

　参加資格　15歳以上の町在住、在
勤、在学の方（申込みは、チーム

単位） 

　競技規則　日本サッカー協会競技
規則 

　チーム編成　1チーム6人（競技
者登録は10人までとする） 

　代表者会議・抽選会・申込 
　5月18日（金）　19：00～　　 

　町役場4階第1会議室 

　　町体育協会サッカー部　加藤宅

　☎(61)3643 
 

問 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

第２９回町民ミニサッカー大会 

問 申 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

第16回町民春季 
男子ソフトボール大会 
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火事と救急 
3月の出動状況 

消防車…015件（火災出動0、救助出動0、警戒出動0、その他出動15） 
救急車…141件（急病86、交通事故20、一般負傷19、その他16） 

5月の日程表 

休日急患診療　在宅当番医 

日 曜 当　　番　　医 専 門 科 目 所　　在　　地 電　話 

3 

4 

5 

6 

13 

20 

27

木 

金 

土 

日 

日 

日 

日 

井上整形外科 

月京クリニック 

西山クリニック 

山田医院 

住田医院 

百合が丘クリニック 

尾上クリニック 

整・リハ・リウ 

小 

内・外・循・消 

内 

内・循・小 

内・呼・消・循・麻 

内・循 

二宮町百合丘１－１－１ 

大磯町月京９－１１ 

二宮町二宮１２８５－１ 

大磯町大磯９３０ 

二宮町二宮１２２－８ 

二宮町百合が丘２－１－２ 

二宮町二宮７９５ 

7 2－ 4 1 1 4  

7 1－ 2 3 2 1  

7 1－ 1 2 1 2  

6 1－ 1 6 2 5  

7 1－ 0 1 7 9  

7 3－ 0 0 8 2  

7 1－ 1 6 1 2

まず、あなたの主治医の都合を 
聞いた上でご利用ください。 

　診療時間厳守 
　　　・午前９時～１２時 
　　　・午後２時～５時 

休日当番医は、都合により変更 

となる場合がありますので、事 

前に消防署へご確認ください。 

　 

◎問い合わせ 

　大磯町消防署　☎（６１）０９１１ 

　二宮町消防署　☎（７２）００１５ 

問 申 

　たくさんのお友だちを作って、み

んなで楽しく・仲良く遊びましょう。

　｢アッ｣と驚く模擬店もあります。 

　とき　5月13日(日)　9：30～14：
30 

　ところ　東町福祉館 
　対象　就学１年前から 
　参加費　無料 
　その他　動きやすい服装で参加 
　申込期限　5月10日(木) 
　・　　小野宅　☎(71)3654 
　平宅　☎(61)2028 
 

ガールスカウト 
ふれあいの日 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 

　しなやかで健康な体作りを目指

し、太極拳をやってみませんか。老

若男女どなたでも取り組める太極拳

の入門をお教えします。 

　とき　5月19日(土)、26日(土)、 
　6月9日(土)　10：00～12：00 

　ところ　大磯小学校体育館 
　服装　体操ができる服装、上履き 
　講師　渡辺律子講師（日本武術太
極拳連盟指導員） 

　　町体育協会太極拳部 

　大坪宅　☎(72)2265 
 

太極拳初心者無料講習会 
▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

　『忘れられない出会いが待ってい

る…』　関東近郊から40チーム約

2,000人の踊り子が弾けます。 

　とき　5月27日(日) 
　12：00～18：00 

　ところ　流し踊り…湘南スターモ
ール、定点踊り…見附台広場 

　　湘南よさこい祭り事務局(ヨネ

ザワGK内)　☎(23)8171

湘南よさこい祭り2007

　旧東海道松並

木の水仙を来年

も美しく咲かせ

るために草取り

ボランティアを

募集します。 

　１回でも１時間でも大丈夫。用具

は用意しますので、汚れても良い服

装で軍手、タオル等を持参してくだ

さい。 

　とき　5月12日(土)、15日(火)、
19日(土)、22日(火)、26日(土)、

29日(火)、6月2日(土) 

　10：00～12：00（雨天中止） 

　集合場所　旧東海道松並木(大磯
中学校前) 

　　大磯ルネッサンス‘03事務局

　石井　☎(61)0871 
 

草取りボランティア募集 

　不幸な命を生まないために飼猫

に不妊・去勢手術をしましょう。

手術費用の助成を行います。 

　対象者　飼猫の不妊・去勢手術
を行った飼養者 

　助成額 
　不妊手術…１匹3,000円、 

　去勢手術…１匹2,000円 

　申請限度数　5匹まで(飼養者
とその世帯の者が平成20年 3

月31日までに申請できる合計

匹数） 

　必要書類　手術費の領収書、愛
猫登録証、印鑑 

　申請　町民課又は環境美化セン
ターの各窓口 

　　環境美化センター 

　☎(72)4438 
 

問 問 

問 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 
▼
 

▼
 

▼
 

　初夏の風を感じながら歩きましょ

う。あじさいの花も楽しめます。 

　とき　6月1日（金）　雨天中止 
・集合　9：30　湯河原駅改札前
（時間厳守）（大磯駅8時34分乗

車） 

・解散　15：30頃　湯河原駅 
　コース　湯河原駅～城願寺～浅間
神社～あじさいの郷～ピクニック

グラウンド（昼食）～城山山頂

（563ｍ）～宮下林道～湯河原駅 

　参加費　100円　交通費は自己負
担 

　持ち物　弁当・飲み物・保険証・
タオル・ステッキ等 

　締切り　5月25日（金） 
　・　　子育て介護課　☎内線308問 申 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

おおいそ健康ウォークの会 
「湯河原・城山ハイキング」 
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気象情報 

3月 

最高気温　21.7度　　最低気温　1.7度　　平均気温　10.4度 
総雨量　44.0mm

　消防車の出動情報、休日当番医情報は、こち
らで確認をしてください。通常は、防災情報

(内容は毎月変わります。)が聞けます。 

　　消防署　☎（61）0911

消防情報ダイヤル　☎（61）5151

教育委員会定例会 

　5月23日(水)　9時30分～ 

　郷土資料館研修室 

問　学校教育課　☎内線322 
農業委員会総会 

　5月21日(月)　13時30分～ 

　国府支所2階　会議室 

問　農業委員会　☎内線358

会議開催のお知らせ 

相　談　名 相 談 内 容 等  と　　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課 

人 権 相 談  憲法で保障されている人権への侵害に
関する相談 

行 政 相 談  
国の行政や特殊法人に対する要望や苦
情 

法律相談（予約制） 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・
債務等、日常生活の中の法律的な問題 

消費生活相談 
物品、サービス等の契約に関するトラブル、
解約手続き、商品や訪問販売に関する
苦情等 

心配ごと相談 人間関係などの日常生活上のさまざまな悩み、相談 

電話教育相談 

児童虐待相談 

不登校・いじめ等　電話・来所相談 
対象…園児・児童・生徒と保護者 

児童虐待に関する相談 

５月１６日（水） 
６月１日（金） 
１３時～１６時 

５月１６日（水） 
１３時～１６時 

１０日（木）１７日（木） 
１３時～１６時 

毎週月曜日～金曜日 
８時３０分～１７時１５分 
（ただし、祝日は除きます。） 

大磯町児童虐待相談ホットライン 
（子育て介護課内）　☎（６１）６２１０ 

１５日（火）１３時～１５時３０分 
毎週月曜日～金曜日 
９時～正午/１３時～１６時３０分
（ただし、祝日は除きます。） 

福祉センター 
「さざれ石」 
※法律相談の予約は毎
月１日からです。　
（１日が土・日・祝日
の場合は、翌日また
は翌々日）

福祉センター「さざれ石」 社会福祉協議会☎（６１）９３９０ 

大磯町教育研究所　適応指導教室 
（町立小磯幼稚園内）　☎（６１）８７９５ 

地域協働課 
☎内線２３７ 

相談の案内［5月］ 

問 

問 

平塚市消費生活センター 
　☎（２１）７５３０ 
※無料の駐車場はありません。 

かながわウィークエンド 
　　　　　　消費生活相談 
　☎０４５（３１４）５５８６ 
※電話相談のみとなります。 

 ９ 時３０分～正午 
１３時～１６時 
（ただし、祝日は除きます。） 

１０時～１６時 
（ただし、年末年始及び施
設管理上実施できない日
を除きます。） 

月
〜
金 

土 

日 

○ ゆずります 

マウンテンバイク、スノーボー

ドセット、アイアンフェンス、

寝袋、釣竿、スーツケース、鏡 

○ ゆずってください 

デジタルカメラ、パソコン、オ

ルガン、ミシン、エアロバイク 

　不用品の登録や斡旋の受付 
　８：３０～１７：１５（土・日・祝日

は除きます） 
○不用品登録状況はホームページ
　でもご覧いただけます。 
○交渉は当事者同士でお願いします。 
○連絡をいただいてもすでに取引 
　が成立している場合もあります
　のでご了承ください。 
　　地域協働課　☎内線237

ゆずります!ゆずってください! 

不用品登録情報 

問 

　願いがかなえられる霊石（虎御石）

ご開帳の虎御石まつり。厄除けや、

大願成就を祈る祭り。虎御石を公開

します。この石にふれると、厄除

け・大願成就・安産などのご利益が

あるとされています。 

　とき　5月27日(日) 
　ところ　延台寺(大磯1054) 
　・延台寺　☎(61)0742 
　・町観光協会　☎(61)3300 
 

願いがかなう／願いをかなえてくれる 

虎御石まつり 

▼
 

▼
 

問 

　相模国府祭の由来、伝統行事を実

際に見ながら説明し相模国府跡を廻

り神揃山の奇祭を見学。 

　とき　5月5日(土・祝）　9：30小
雨決行 

　集合場所　六所神社(国府本郷
935) 

　参加費　500円（保険代含む） 
　コース　六所神社－祇園塚－大矢
場（馬場公園）－守公神社－真勝寺

（国分寺）－国府想定地－神揃山

（解散）（2km、約2時間） 

　　大磯ガイドボランティア協会　

荒金　☎(61)3057 
 

天下の奇祭 
相模国府祭を訪ねる 

問 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
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（
評
）「
身
罷
り
し
」は
、「
亡
く
な
っ
た
」の
意
。
親
子
の
別
れ

は
そ
れ
だ
け
で
悲
し
い
も
の
で
す
が
、
逆
縁
と
な
れ
ば
な
お

さ
ら
で
す
。
母
子
の
年
齢
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
感
謝
の
こ

と
ば
を
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
大
人
に
な
ら
れ
た

ご
子
息
と
拝
察
し
ま
す
。「
大
き
な
声
」「
足
の
大
き
さ
」と
い

っ
た
具
体
的
な
表
し
方
が
、
読
む
も
の
の
胸
に
迫
り
ま
す
。

悲
し
み
の
さ
な
か
に
あ
っ
て
は
歌
を
詠
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
悲
し
み
を
歌
に
し
て
ゆ
く
過
程
を
通
じ
て
、
人
は
心
の

中
に
亡
き
人
の
姿
を
生
か
す
の
で
す
。
歌
は
古
来
か
ら
鎮
魂

の
よ
す
が
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
ま
す
。 西

行
祭
選
者
　
柳
　
宣
宏 

◎
問
い
合
わ
せ
　
経
済
観
光
課
　
☎
内
線
２
６
４ 

西
行
祭
献
詠
短
歌
　
一
般
の
部
　
藤
沢
市
　
平
川
　
美
惠
子 

120120

あ
り
が
と
う
と
大
き
な
声
で
身
罷
り
し 

　
　
　
　
　
　
我
が
子
の
足
の
大
き
さ
に
泣
く 

　２人はとっても仲良し姉妹。 
　瑞貴は毎日愛夏を笑わせよ
うと一生懸命！愛夏はそんな
お姉ちゃんが大好きです。 

※このコーナーに登場してくれる

お子さんを募集しています。 

◎問い合わせ　企画室　☎内線207

野部　瑞貴さん　平成16年１月13日生 
　の　べ　　　みず　き 

　　　愛夏さん　平成18年６月２日生 
　　　　　　　まな　か 

征嗣さん、祥子さんの長女、次女 

み
　

ま
か 

今
月
の
短
歌 

今
月
の
短
歌 

広
報
お
お
い
そ
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7
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月
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5
5
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5
5
5
　
神
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川
県
中
郡
大
磯
町
東
小
磯
1
8
3
番
地
　
☎
0
4
6
3
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1
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1
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0
　
FA

X
0
4
6
3
-6
1
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9
9
1
　
http://w

w
w
.tow

n.oiso.kanag
aw

a.jp/

人口 32,773（＋3）　男 15,958（－9）　女 16,815（＋12） 
世帯 12,061（＋35）　（　）は前月比 

町の人口と世帯 
１２月１日現在 24

広報カメラマン 

奥野さん撮影 

●朝市（4月15日） 

●馬場公園の桜（4月1日） 

広報カメラマン 

杉崎さん撮影 
広報カメラマン 

杉崎さん撮影 

●寺坂八坂神社の 
　祭礼（4月8日） 

今日はどん 
な魚がとれ 
たかな…!?

広報カメラマン 

奥野さん撮影 

●美化センターフェア 
　（3月25日） 

ごみは分別と減量を!!

町の人口と世帯 
4月1日現在 

　国府祭は、相模の六社が集う祭りで、県の無形
民俗文化財に指定されています。 
　神揃山では、相模国の成立にあたり論争の模様
を儀式化した神事である座問答が行われます。 
　大矢場（現馬場公園）では、国司祭や三種類の舞
が奉納され、鷺の舞は天下泰平を、龍の舞は五穀
豊穣を、獅子の舞は災厄消除を祈願すると伝えら
れています。 
 
　とき　５月５日（土・祝） 
　ところ　神揃山・馬場公園 

案内図 

◎問い合わせ　町観光協会　☎（61）3300

通行止め 
9:00～17:00

まさし　　　　  さちこ 


